
四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

南串第一小学校の新1年生（入学式の後で）

今日からピカピカの1年生！今日からピカピカの1年生！

vol.79
広
報 vol.79
広
報

5月号
2012 May



基本
方針
①
み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

庁
舎
整
備
に
つ
い
て

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

第
２
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

基本
方針
①
基本
方針
①

施
政
方
針

施
政
方
針

平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

02
08
11

表紙のはなし

32
30
28

26
27

22
24

21
20

19
18
17
16

12
14
15

うんぜんニュース

36
35
34

CONTENTS～もくじ～

5月号
2012 May

vol.79
広
報

● 広報うんぜん
平成24年5月2



基本
方針
①
み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

庁
舎
整
備
に
つ
い
て

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

第
２
次
雲
仙
市
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

基本
方針
①
基本
方針
①

施
政
方
針

施
政
方
針

平
成
24
年
度

平
成
24
年
度

02
08
11

表紙のはなし

32
30
28

26
27

22
24

21
20

19
18
17
16

12
14
15

うんぜんニュース

36
35
34

CONTENTS～もくじ～

5月号
2012 May

vol.79
広
報

3● 広報うんぜん
平成24年5月



参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

お
よ
び
自
治
会
活
動
活
性
化

交
付
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

納
税
の
利
便
性
向
上
対
策

に
つ
い
て

下
水
道
処
理
施
設
の
推
進

に
つ
い
て

平
成
24
年
度　

雲
仙
市
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
つ
い
て

安
心・安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

循
環
型
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

基本
方針
③
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

健
康
と
福
祉
づ
く
り

基本
方針
②
快
適
で
住
み
よ
い

暮
ら
し
づ
く
り

行
政
改
革
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

平成24年度　施政方針

● 広報うんぜん
平成24年5月4



参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

お
よ
び
自
治
会
活
動
活
性
化

交
付
金
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

納
税
の
利
便
性
向
上
対
策

に
つ
い
て

下
水
道
処
理
施
設
の
推
進

に
つ
い
て

平
成
24
年
度　

雲
仙
市
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
つ
い
て

安
心・安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

循
環
型
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

基本
方針
③
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の

健
康
と
福
祉
づ
く
り

基本
方針
②
快
適
で
住
み
よ
い

暮
ら
し
づ
く
り

行
政
改
革
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

平成24年度　施政方針

5● 広報うんぜん
平成24年5月



安
心
で
き
る
高
齢
社
会
の

実
現
に
つ
い
て

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

に
つ
い
て

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

基本
方針
④
力
強
い
産
業
と

仕
事
づ
く
り

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

雲
仙
市
公
立
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

基本
方針
⑤
新
し
い
観
光・交
流

に
よ
る
活
力
づ
く
り

基本
方針
⑥
明
日
を
担
う
人
づ
く
り
と

誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

健
や
か
な
子
育
て
対
策

に
つ
い
て

平成24年度　施政方針

● 広報うんぜん
平成24年5月6



安
心
で
き
る
高
齢
社
会
の

実
現
に
つ
い
て

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

に
つ
い
て

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

基本
方針
④
力
強
い
産
業
と

仕
事
づ
く
り

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
活
か
し
た

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

雲
仙
市
公
立
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
の
推
進
に
つ
い
て

基本
方針
⑤
新
し
い
観
光・交
流

に
よ
る
活
力
づ
く
り

基本
方針
⑥
明
日
を
担
う
人
づ
く
り
と

誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

健
や
か
な
子
育
て
対
策

に
つ
い
て

平成24年度　施政方針

7● 広報うんぜん
平成24年5月



当
初
予
算

平
成
24
年
度

３７３億５，８４８万８千円
※水道事業会計（企業会計）を除く

一般会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
と畜場特別会計
国民宿舎事業特別会計
温泉浴場事業特別会計
合　　計

 263億 7,899万  円
 77億 9,011万 5千円
 4億 7,404万 5千円
 10億 1,910万 1千円
 12億 9,501万 8千円
 2億 557万 9千円
 1億 8,500万 2千円
  1,063万 8千円
 373億 5,848万 8千円

収　　入
　　収益的収入
　　資本的収入
支　　出
　　収益的支出
　　資本的支出

○一般会計・特別会計○○水道事業会計（企業会計）○

78万1,771円
市の予算は額が大きいので、市民１人あたりの額※に換算してみると…

○市民１人あたりに使われるお金

※市民1人あたりの額とは、当初予算総額（水道事業会計
（企業会計）を除く）を平成24年3月末現在の住民基本
台帳人口（47,787人）で割った金額です。

○一般会計（55万2,012円）○特別会計（22万9,759円）
・国民健康保険特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・簡易水道事業特別会計

・下水道事業特別会計

・と畜場特別会計

・国民宿舎事業特別会計

・温泉浴場事業特別会計

一般
会計

総額

263億7,899万円

【
一
般
会
計
歳
入
】

　
【
一
般
会
計
歳
出
】

　

自主財源（24.0％
）

依
存
財

源（76.0％）

福祉の充実に
（民生費）

85億1,354万7千円
（32.3%）

市債の返済に
（公債費）

37億9,565万1千円
（14.4%）

窓口サービスなどの運営に
（総務費）

32億1,336万7千円
（12.2%）

道路・公園に
（土木費）

24億2,060万6千円
（9.2%）

消防・救急に
（消防費）

9億5,898万2千円
（3.6%）

議会の運営に
（議会費）

2億6,937万5千円
（1.0%）

その他
9,820万円
（0.4%）

農林水産業・商工業の振興に
（農林水産費・商工費）
28億8,107万5千円

（10.9%）

教育・文化の振興に
（教育費）

20億2,671万8千円
（7.7%）

環境・衛生の向上に
（衛生費）

22億146万9千円
（8.3%）

諸収入
4億7,716万4千円

（1.8%）

分担金・負担金
3億4,913万9千円

（1.3%）

使用料・手数料
2億5,361万7千円

（1.0%）

繰入金・財産収入など
17億3,689万8千円

（6.5%）

地方交付税
109億2,357万円
（41.4%）

国庫支出金
31億7,857万3千円

（12.0%）

市債
29億8,070万円
（11.3%）

県支出金
22億1,174万円
（8.4%）

その他
（地方消費税交付金、地方譲与税など）

7億4,403万1千円
（2.9%）

市税
35億2,355万8千円

（13.4%）

263億7,899万円
歳入総額

263億7,899万円
歳出総額

対前年度比
　5億9,573万円（2.2％　）

平成24年度　当初予算

 3億 9,752万 6千円
 3億 8,536万 1千円
  1,216万 5千円
 5億 8,431万 2千円
 3億 6,819万 4千円
 2億 1,611万 8千円
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特別
会計

総額

平成24年度　当初予算

109億7,949万8千円
77億9,011万5千円

対前年度比
　2億5,937万4千円（2.4％　）

対前年度比
  2億2,648万3千円（3.0％　）

国民健康保険特別会計

　国民健康保険税や国・県
の支出金などを財源として、
被保険者の医療費を支払っ
たり、各種保健事業を行い
ます。

4億7,404万5千円 対前年度比
  2,903万7千円（6.5％　）

後期高齢者医療特別会計

　主に75歳以上の人が病
院などにかかった場合の医
療費について、本人負担額
の残りの費用を国・県・市な
どが支払いを行う会計で
す。

10億1,910万1千円 対前年度比
  1,910万3千円（1.9％　）

簡易水道事業特別会計

　水道料金や市債、一般会
計からの繰入金などを財源
として、水道施設の整備や
維持管理を行います。

12億9,501万8千円 対前年度比
  1,596万6千円（1.2％　）

下水道事業特別会計

　国の支出金や使用料金、
一般会計からの繰入金など
を財源として、下水道施設
の整備や維持管理を行いま
す。

2億557万9千円 対前年度比
  69万9千円（0.3％　）

と畜場特別会計

　と畜場使用料などの事業
収入を主な財源として、食用
に提供する目的で豚や牛な
どの家畜の解体処理を行う
雲仙市食肉センターの管理
運営を行います。

1億8,500万2千円 対前年度比
  121万1千円（0.7％　）

国民宿舎事業特別会計

　宿泊料や休憩料などの利
用料を主な財源として、国民
宿舎「望洋荘」の管理運営
を行います。

1,063万8千円 対前年度比
  122万9千円（13.1％　）

温泉浴場事業特別会計

　温泉浴場使用料を主な財
源として、市営共同温泉浴
場「浜の湯」の管理運営を行
います。

予算に関するお問い合わせは、
財政課（☎３８-３１１１）まで
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乾
燥
肌
に
よ
い
栄
養
素

不飽和脂肪酸 肌をしっとりと潤してくれる

ビタミンＥ

ビタミンＡ

（含まれる主な食べもの）さばや鰯などの青魚類など

（含まれる主な食べもの）玄米、大豆、植物油、ナッツ類など

（含まれる主な食べもの）緑黄色野菜など

島
原
半
島
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
た
め
に

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク

ジーオくん

　
【
問
い
合
わ
せ
】

『ジオパークと観光』 『ジオパークガイド・ワークショップ』

『子どもフォーラム』 『ジオパークと防災』

11● 広報うんぜん
平成24年5月



UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

●ホットなニュースと市からのお知らせ

件　数

合計金額

108件

14 , 4 3 6 , 0 0 0円
（内332万3千円は、在京者対策本部からの寄付）

　市教育委員会では、雲仙市教育のキーワード“や
さしさに満ちた教育（人・地域・環境）” の一環と
して、多比良小学校と土黒小学校で、県産品木材を
利用した校舎の内装木質化工事を行いました。環
境に配慮した施設で、児童の快適な学習環境の整
備を図りました。

問い合わせ・申し込み

政策企画課　秘書調整班（ふるさと応援寄付担当）
☎38-3111　FAX38-3514
ホームページ　http://www.city.unzen.nagasaki.jp

　環境保全型農業推進コンクールで、農林
水産大臣賞に岩崎政利さんが輝きました。こ
のコンクールでは、有機農業をはじめとする環
境保全型農業において、経営や技術の改善
に取り組み、環境保全を通じて地域社会の発
展に貢献している農業者や団体を表彰して
います。
　岩崎さんは、緑肥を組み込んだ土づくりによ
り、化学肥料と農薬に頼らない安定的な有機
農業経営が確立していること、また、有機農
業に適した在来品種などの自家採種を実践
し、種子保存に向けたネットワーク運動のリー
ダーとしての活動や、消費者交流、食農・環境

教育への参画
を通じた環境保
全型農業の理
解増進活動へ
積極的に取り
組んでいること
が高く評価され
ました。

第
17
回
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
岩
崎
政
利
さ
ん（
吾
妻
町
）

　平成23年度コミュニティ助成事業（地域
防災組織育成助成事業）で、小浜町木津自
衛消防隊へ自主防災活動に必要な消火用
資機材などが設置されました。
　設置された資機材は、小型動力ポンプや
消防ホース、ヘルメット、防火衣、無線機、担
架など。火災時の消火活動や災害時の救助
活動に活用されます。

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
で
消
火
資
機
材
を
設
置

ご寄付　ありがとうございます
雲仙市ふるさと納税

　平成23年度中にいただいたご寄付は、下記のとおり
となりました。一部は、平成23年度と24年度事業に大切
に使わせていただき、それ以外は、今後、活用策を検討し
ていきます。（平成24年度の充当予定事業は、6月号で
紹介します）

○ふるさと雲仙市の応援団を募集しています○
　「雲仙市を応援したい」、雲仙市のために何かしたいと
いう想いを、ふるさと納税（寄付金）という形でお寄せいただ
いています。このような想いを持たれた市外在住のご子
息、ご令嬢、兄弟、姉妹、親族、友人、知人をご紹介くださ
い。

校舎の内装を木質化しました
森林整備加速化・林業再生事業

100歳のハッピーバースデイ♪
市内の5人に100歳のお祝い

　3月に、市内の5人の皆さんが100歳を迎えられました。皆さんはそれぞれ、家族や施設の仲間、職員に祝福され、とても喜
んでいらっしゃいました。
　どうぞこれからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

　雲仙市子ども会育成連絡協議会瑞穂支部では、町内の小学校6年生を対象に、中学校へ入学する前に仲
間を作り、楽しい中学校生活を送ってもらおうと、毎年思い出づくり体験学習を行っています。
　今年の体験学習は、3月25日、みずほの森公園内
のクラフトハウスで行われました。運営には、みずほの
くに・夢発見塾の皆さんをはじめ、多くの地域の皆さん
の協力がありました。
　学習では、記念の鉛筆立てを作ったり、フィルム
ケースをロケットのように飛ばしたり、また、オリエン
テーリングでクイズに挑戦したりしながら、みずほの森
公園の中を駆け回りました。また、昼には、畳ほどの大
きさの鉄板で作る焼き肉や焼きそば、そして“ばくだん
おにぎり”という豪華な昼食があるなど、とても楽しい
一日を過ごしました。

思
い
出
づ
く
り
体
験
学
習

小
学
生
最
後
の
思
い
出
づ
く
り

岩崎さんと奥さま

←多比良小学校←整備された
　資機材

土黒小学校→

鉛筆立て作りでは、釘をまっすぐに打てなくて大苦戦

【3月1日生まれ】

寺﨑ワカさん
　　　　（吾妻町）
　施設の仲間や職員
とおしゃべりするの
が大好き。食事に好
き嫌いはありません。

【3月10日生まれ】

土田モメジさん（愛野町）
　7人の子どものお母さんで、農業に従事
していました。散歩をよくしていました。

【3月17日生まれ】

樋渡チモトさん（国見町）
　90歳までゲートボールを楽しんでいま
した。野球鑑賞が大好きで、新聞もよく読
んでいました。

【3月26日生まれ】

濱﨑シメさん（千々石町）
　農業に従事していたので、よく草むしり
をしていました。散歩も欠かしませんでし
た。

【3月3日生まれ】
草野昌子さん
　　　（小浜町）
　毎日新聞を読むこ
とが楽しみ。自分の
事は自分でするよう
に心がけています。

※コミュニティ助成事業」とは、（財）自治総合セ
ンターが実施する宝くじの普及広報事業費として
受け入れる受託事業収入を財源として、地域（コ
ミュニティ）で行う活動や事業に必要な施設・設
備の整備に助成する事業です。

● 広報うんぜん
平成24年5月12



UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

●ホットなニュースと市からのお知らせ

件　数

合計金額

108件

14 , 4 3 6 , 0 0 0円
（内332万3千円は、在京者対策本部からの寄付）

　市教育委員会では、雲仙市教育のキーワード“や
さしさに満ちた教育（人・地域・環境）” の一環と
して、多比良小学校と土黒小学校で、県産品木材を
利用した校舎の内装木質化工事を行いました。環
境に配慮した施設で、児童の快適な学習環境の整
備を図りました。

問い合わせ・申し込み

政策企画課　秘書調整班（ふるさと応援寄付担当）
☎38-3111　FAX38-3514
ホームページ　http://www.city.unzen.nagasaki.jp

　環境保全型農業推進コンクールで、農林
水産大臣賞に岩崎政利さんが輝きました。こ
のコンクールでは、有機農業をはじめとする環
境保全型農業において、経営や技術の改善
に取り組み、環境保全を通じて地域社会の発
展に貢献している農業者や団体を表彰して
います。
　岩崎さんは、緑肥を組み込んだ土づくりによ
り、化学肥料と農薬に頼らない安定的な有機
農業経営が確立していること、また、有機農
業に適した在来品種などの自家採種を実践
し、種子保存に向けたネットワーク運動のリー
ダーとしての活動や、消費者交流、食農・環境

教育への参画
を通じた環境保
全型農業の理
解増進活動へ
積極的に取り
組んでいること
が高く評価され
ました。

第
17
回
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
岩
崎
政
利
さ
ん（
吾
妻
町
）

　平成23年度コミュニティ助成事業（地域
防災組織育成助成事業）で、小浜町木津自
衛消防隊へ自主防災活動に必要な消火用
資機材などが設置されました。
　設置された資機材は、小型動力ポンプや
消防ホース、ヘルメット、防火衣、無線機、担
架など。火災時の消火活動や災害時の救助
活動に活用されます。

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
で
消
火
資
機
材
を
設
置

ご寄付　ありがとうございます
雲仙市ふるさと納税

　平成23年度中にいただいたご寄付は、下記のとおり
となりました。一部は、平成23年度と24年度事業に大切
に使わせていただき、それ以外は、今後、活用策を検討し
ていきます。（平成24年度の充当予定事業は、6月号で
紹介します）

○ふるさと雲仙市の応援団を募集しています○
　「雲仙市を応援したい」、雲仙市のために何かしたいと
いう想いを、ふるさと納税（寄付金）という形でお寄せいただ
いています。このような想いを持たれた市外在住のご子
息、ご令嬢、兄弟、姉妹、親族、友人、知人をご紹介くださ
い。

校舎の内装を木質化しました
森林整備加速化・林業再生事業

100歳のハッピーバースデイ♪
市内の5人に100歳のお祝い

　3月に、市内の5人の皆さんが100歳を迎えられました。皆さんはそれぞれ、家族や施設の仲間、職員に祝福され、とても喜
んでいらっしゃいました。
　どうぞこれからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

　雲仙市子ども会育成連絡協議会瑞穂支部では、町内の小学校6年生を対象に、中学校へ入学する前に仲
間を作り、楽しい中学校生活を送ってもらおうと、毎年思い出づくり体験学習を行っています。
　今年の体験学習は、3月25日、みずほの森公園内
のクラフトハウスで行われました。運営には、みずほの
くに・夢発見塾の皆さんをはじめ、多くの地域の皆さん
の協力がありました。
　学習では、記念の鉛筆立てを作ったり、フィルム
ケースをロケットのように飛ばしたり、また、オリエン
テーリングでクイズに挑戦したりしながら、みずほの森
公園の中を駆け回りました。また、昼には、畳ほどの大
きさの鉄板で作る焼き肉や焼きそば、そして“ばくだん
おにぎり”という豪華な昼食があるなど、とても楽しい
一日を過ごしました。

思
い
出
づ
く
り
体
験
学
習

小
学
生
最
後
の
思
い
出
づ
く
り

岩崎さんと奥さま

←多比良小学校←整備された
　資機材

土黒小学校→

鉛筆立て作りでは、釘をまっすぐに打てなくて大苦戦

【3月1日生まれ】

寺﨑ワカさん
　　　　（吾妻町）
　施設の仲間や職員
とおしゃべりするの
が大好き。食事に好
き嫌いはありません。

【3月10日生まれ】

土田モメジさん（愛野町）
　7人の子どものお母さんで、農業に従事
していました。散歩をよくしていました。

【3月17日生まれ】

樋渡チモトさん（国見町）
　90歳までゲートボールを楽しんでいま
した。野球鑑賞が大好きで、新聞もよく読
んでいました。

【3月26日生まれ】

濱﨑シメさん（千々石町）
　農業に従事していたので、よく草むしり
をしていました。散歩も欠かしませんでし
た。

【3月3日生まれ】
草野昌子さん
　　　（小浜町）
　毎日新聞を読むこ
とが楽しみ。自分の
事は自分でするよう
に心がけています。

※コミュニティ助成事業」とは、（財）自治総合セ
ンターが実施する宝くじの普及広報事業費として
受け入れる受託事業収入を財源として、地域（コ
ミュニティ）で行う活動や事業に必要な施設・設
備の整備に助成する事業です。

13● 広報うんぜん
平成24年5月



国体準備室（☎37-3113）問

■雲仙市開催種目■
　　サッカー（少年男子）、ボクシング、馬術
■デモンストレーション行事■
　　雲仙アヅマクロス

ボクシング競技が
雲仙市で開催されます！

知って

得す
る

熱中症について

健康うんぜん２１を推進します
（毎月１９日は、食育の日です）

康
健 う

ん
ぜん

21推進

問 健康づくり課（☎38-3111）

体が暑さに慣れていない6月や、急に暑くなる
7月から8月にかけて起こりやすい熱中症。熱中
症による死亡事故は毎年多発していますが、正し
い知識を持ち、適切な対処の仕方を知っていれ
ば、熱中症を防ぐことができます。熱中症の予防
を心がけ、楽しく安全な夏を迎えましょう。

熱中症は予防が大切

【会期】平成２６年１０月１３日（月）～１０月１７日（金）
【会場】雲仙市吾妻体育館

会場：雲仙市吾妻体育館

まめ 【予防法】
①　水分補給

②　空調管理

③　外出時の準備

④　食生活☆手軽に作れるスポーツドリンク☆
一度沸騰させた水１ℓに砂糖 40ｇと塩 3ｇを加え、かきま
ぜたら完成。＊レモンやグレープフルーツの果汁を加えると
飲みやすくなります。
飲みすぎは肥満の原因になりますのでご注意ください。

おいしいジャガイモ、掘ってみませんか？

日時　5月20日（日）午前10時30分～
申込期限　5月18日（金）午後5時
場所　小浜町山畑地区ほ場
申し込み・問い合わせ
　小浜総合支所　産業建設課（☎74-2111）

春の星座とツツジ観察会

開催日　5月5日、12日、19日（土）　※雨天中止
午後8時～8時20分　さるふぁによるツツジ観察会
午後8時30分～9時　ミニコンサート
午後9時～10時   星空観測（星空の専門家による
　　　　　　　　ガイド付き）
場所　宝原園地
　温泉街から会場まではシャトルバスをご利用ください。
　１便  午後7時45分 ／2便  午後8時15分 ／3便  午後8時45分
停留所　お山の情報館別館前、温泉神社前、旅

　　　　   の麦酒館前、西入口バス停前
問い合わせ　雲仙観光協会（☎0957-73-2233）

クラシックカーミーティング201２イン雲仙
展示車両エントリー大募集

日時　5月27日（日）午前10時～午後3時
場所　古湯駐車場
問い合わせ　雲仙青年観光会（☎0957-73-3434）
　展示車両エントリー（担当：関　☎090-2589-4241）

東京カンマーコーアコンサートin雲仙

日時　6月17日（日）午後2時開演
場所　吾妻町ふるさと会館
チケット 全席自由　一般2,000円
 高校生以下　1,000円
チケット発売開始　5月2日（水）
問い合わせ　生涯学習課（☎37-3113）

絵本作家「とよたかずひこ」絵本ライブ

日時　5月12日（土）午後2時開演
場所　吾妻町ふるさと会館
チケット　当日自由にご入場いただけます。
問い合わせ　生涯学習課（☎37-3113）

　「ぱしふぃっくびいなす」の船内見学会

　

　日時　5月26日（土）午前9時30分集合（厳守）
　集合場所　小浜マリンパーク駐車場
　船内見学時間　午後10時～10時45分
　定員　80人（20人×4班で見学）
　参加費　無料  ※小浜マリンパーク駐車場は有料
　申込方法　「氏名・住所・電話番号・年齢」を記入し、持参
 または郵便、FAXで申し込んでください。
　申込期限　5月18日（金）
　申し込み・問い合わせ　
　・観光物産まちづくり推進課（☎38-3111 FAX38-3514）
　・各総合支所　産業建設課

クラクラシシックカララシッシックカカーミーテカカ ミミ テテカ ティンングググ201２2グ20101２２グ2グ2

お

イ２イン雲ン雲仙仙２イ２イ

■ がんばくん募金 ■

募金は本庁・各総合
支所などで受付中です

平成２４年３月末までの
募金額　９，０８９円

● 広報うんぜん
平成24年5月14



国体準備室（☎37-3113）問

■雲仙市開催種目■
　　サッカー（少年男子）、ボクシング、馬術
■デモンストレーション行事■
　　雲仙アヅマクロス

ボクシング競技が
雲仙市で開催されます！

知って

得す
る

熱中症について

健康うんぜん２１を推進します
（毎月１９日は、食育の日です）

康
健 う

ん
ぜん

21推進

問 健康づくり課（☎38-3111）

体が暑さに慣れていない6月や、急に暑くなる
7月から8月にかけて起こりやすい熱中症。熱中
症による死亡事故は毎年多発していますが、正し
い知識を持ち、適切な対処の仕方を知っていれ
ば、熱中症を防ぐことができます。熱中症の予防
を心がけ、楽しく安全な夏を迎えましょう。

熱中症は予防が大切

【会期】平成２６年１０月１３日（月）～１０月１７日（金）
【会場】雲仙市吾妻体育館

会場：雲仙市吾妻体育館

まめ 【予防法】
①　水分補給

②　空調管理

③　外出時の準備

④　食生活☆手軽に作れるスポーツドリンク☆
一度沸騰させた水１ℓに砂糖 40ｇと塩 3ｇを加え、かきま
ぜたら完成。＊レモンやグレープフルーツの果汁を加えると
飲みやすくなります。
飲みすぎは肥満の原因になりますのでご注意ください。

おいしいジャガイモ、掘ってみませんか？

日時　5月20日（日）午前10時30分～
申込期限　5月18日（金）午後5時
場所　小浜町山畑地区ほ場
申し込み・問い合わせ
　小浜総合支所　産業建設課（☎74-2111）

春の星座とツツジ観察会

開催日　5月5日、12日、19日（土）　※雨天中止
午後8時～8時20分　さるふぁによるツツジ観察会
午後8時30分～9時　ミニコンサート
午後9時～10時   星空観測（星空の専門家による
　　　　　　　　ガイド付き）
場所　宝原園地
　温泉街から会場まではシャトルバスをご利用ください。
　１便  午後7時45分 ／2便  午後8時15分 ／3便  午後8時45分
停留所　お山の情報館別館前、温泉神社前、旅
　　　　   の麦酒館前、西入口バス停前
問い合わせ　雲仙観光協会（☎0957-73-2233）

クラシックカーミーティング201２イン雲仙
展示車両エントリー大募集

日時　5月27日（日）午前10時～午後3時
場所　古湯駐車場
問い合わせ　雲仙青年観光会（☎0957-73-3434）
　展示車両エントリー（担当：関　☎090-2589-4241）

東京カンマーコーアコンサートin雲仙

日時　6月17日（日）午後2時開演
場所　吾妻町ふるさと会館
チケット 全席自由　一般2,000円
 高校生以下　1,000円
チケット発売開始　5月2日（水）
問い合わせ　生涯学習課（☎37-3113）

絵本作家「とよたかずひこ」絵本ライブ

日時　5月12日（土）午後2時開演
場所　吾妻町ふるさと会館
チケット　当日自由にご入場いただけます。
問い合わせ　生涯学習課（☎37-3113）

　「ぱしふぃっくびいなす」の船内見学会

　

　日時　5月26日（土）午前9時30分集合（厳守）
　集合場所　小浜マリンパーク駐車場
　船内見学時間　午後10時～10時45分
　定員　80人（20人×4班で見学）
　参加費　無料  ※小浜マリンパーク駐車場は有料
　申込方法　「氏名・住所・電話番号・年齢」を記入し、持参
 または郵便、FAXで申し込んでください。
　申込期限　5月18日（金）
　申し込み・問い合わせ　
　・観光物産まちづくり推進課（☎38-3111 FAX38-3514）
　・各総合支所　産業建設課

クラクラシシックカララシッシックカカーミーテカカ ミミ テテカ ティンングググ201２2グ20101２２グ2グ2

お

イ２イン雲ン雲仙仙２イ２イ

■ がんばくん募金 ■

募金は本庁・各総合
支所などで受付中です

平成２４年３月末までの
募金額　９，０８９円

15● 広報うんぜん
平成24年5月



な や みゼロ（消費生活センター直通電話）
ライフサポートホットライン

雲仙市消費生活センター
からのお知らせ

困ったときは…　早めに、ご相談を。

新社会人は注意！本当にもうかるの？マルチ商法

　司法書士による無料相談会を行います。相
談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽に
ご相談ください。（予約不要）
日時　5月26日（土）　午前10時～午後3時
場所　愛野町公民館

無料司法書士相談会

雲仙市消費生活センター（☎38-7830）問

主催：雲仙市、長崎県青年司法書士協議会

若
い
人
に
多
い
マ
ル
チ
商
法
の

ト
ラ
ブ
ル
事
例

【
事
例
】学
生
時
代
の
友
人
か
ら

「
も
う
か
る
話
が
あ
る
」、「
良
い
話

が
あ
る
ん
だ
け
ど
」と
電
話
が
入

り
、フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
っ

た
。「
将
来
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ビ
ジ
ネ
ス
で
、人
を
紹
介
す
れ
ば

高
収
入
が
得
ら
れ
る
」、「
仲
間
も

多
く
、人
脈
も
広
が
る
」、「
会
員
に

な
る
に
は
、ロ
ー
ン
で
48
万
円
の
健

康
食
品
を
買
って
も
ら
う
が
、友
達

を
紹
介
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

マ
ー
ジ
ン
で
す
ぐ
に
取
り
戻
せ

る
」、「
こ
の
健
康
食
品
は
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
が
治
る
」な
ど
、５
時
間

以
上
説
明
さ
れ
、仕
方
な
く
契
約

し
た
。教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
知

人
を
勧
誘
し
た
が
、一人
も
紹
介
で

き
ず
ロ
ー
ン
が
支
払
え
な
く
な
って

し
ま
っ
た
。

違
法
じ
ゃ
な
い
け
ど・・・ト
ラ
ブ

ル
続
出

マ
ル
チ
商
法
で
は
、商
品
購
入
や

登
録
料
を
払
っ
て
販
売
組
織
に
入

会
し
、友
人
や
知
人
な
ど
を
紹
介

す
れ
ば
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と

勧
誘
し
ま
す
。販
売
の
方
法
自
体

は
違
法
で
は
な
い
の
で
す
が
、ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
の
で
契
約
に
は
細
心

の
注
意
が
必
要
で
す
。

お
金
が
な
い
と
断
る
人
に
対
し

て
も
、バッ
ク
マ
ー
ジ
ン
で
す
ぐ
に
取

り
戻
せ
る
か
ら
な
ど
と
説
明
し
、

サ
ラ
金
か
ら
の
借
り
入
れ
を
勧
め

た
り
、強
引
な
勧
誘
に
よ
り
契
約

を
迫
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、実
際
に
は
思
っ
た
よ

う
に
人
を
紹
介
で
き
ず
、高
額
な

商
品
と
借
金
だ
け
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
、と
い
う
相
談
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

ま
た
、「
目
的
を
知
ら
さ
れ
ず

に
呼
び
出
さ
れ
た
」、「
長
時
間
の

勧
誘
で
仕
方
な
く
契
約
し
た
」、

「
絶
対
に
も
う
か
る
と
説
明
を
受

け
た
」な
ど
の
勧
誘
の
方
法
に
問

題
が
あ
る
事
例
も
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

相
談
は
家
族
や
友
人
か
ら
も

社
会
経
験
や
法
的
知
識
の
乏

し
い
若
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
絶
対
も
う
か
る
」と
信

じ
込
ん
で
活
動
す
る
様
子
を
見

て
、家
族
や
友
人
が
心
配
し
注
意

を
す
る
け
れ
ど
も
、聞
き
入
れ
な

い
た
め
、何
と
か
や
め
さ
せ
た
い
、

と
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
中
途
解

約
、返
品

マ
ル
チ
商
法（
連
鎖
販
売
取
引
）

で
は
、契
約
書
面
を
受
け
取
って
20

日
以
内
で
あ
れ
ば
、ク
ー
リ
ン
グ・オ

フ
が
で
き
ま
す
。ま
た
、組
織
の
加

入
契
約
は
い
つ
で
も
解
約
で
き
、入

会
し
て
１
年
以
内
に
解
約
す
る
場

合
は
、解
約
時
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

90
日
以
内
に
引
渡
し
を
受
け
た
商

品
で
、未
使
用
の
も
の
は
代
金
の

10
％
以
内
の
違
約
金
を
払
え
ば
返

品
で
き
ま
す
。

被
害
者
の
は
ず
が
加
害
者
に

勧
誘
に
際
し
て
、得
ら
れ
る
収

入
や
購
入
す
る
商
品
、契
約
解
除

な
ど
に
つ
い
て
、う
そ
の
説
明
を
し

た
り
、誇
大
な
広
告
や
、相
手
を

困
惑
さ
せ
た
り
す
る
行
為
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。自
分

が
だ
ま
さ
れ
て
勧
誘
を
受
け
て

も
、同
様
の
方
法
で
勧
誘
を
す
る

と
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●相談を受け付ける内容●
①借金
②相続、不動産
③訪問販売などの契約
④成年後見制度
⑤その他法律に関すること

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
あ
う
ま
ち　

雲
仙
市

問

Vol.50

雲
仙
市
で
元
気
に

活
躍
す
る
女
性
団
体
間

の
つ
な
が
り
を

女
性
団
体
の

交
流
の
場
と
し
て

雲仙市女性団体情報交換会〈参加団体：12団体〉
雲仙市婦人会連絡協議会、雲仙市商工会女性部、JA島原雲
仙女性部、雲仙市女性防火クラブ連絡協議会、雲仙市食生活
改善推進員連絡協議会、雲仙市老人クラブ連合会女性部、雲
仙市母子寡婦福祉会、島原更生保護女性会（雲仙分区）、（農）
守山女性部加工組合、（農）吾妻農産加工組合、（農）瑞穂農産
加工センター「むつみ会」、長崎県男女共同参画推進員
〈主な活動内容〉
市内女性団体間の情報交換を行い、各団体相互の活動活性化などを目的
として開催。年3回程度、情報交換会・研修会を開催予定。

夢のかたち、未来のかたち

ハートフル☆
　　ピープル

List #009

雲
仙
市
女
性
団
体

情
報
交
換
会

←↑女性団体情報交換会
　　　（3月23日開催）

　　

女
性
が
構
成
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
団
体
、い
わ
ゆ
る「
女
性
団

体
」は
市
内
に
も
数
多
く
あ
り
、

元
気
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
、市
内
女
性
団
体

間
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、相
互

の
活
動
活
性
化
を
目
的
と
し
た

場
が
持
て
な
い
か
、ま
た
、男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、

「
女
性
の
声
」を
聞
く
機
会
が
持

て
な
い
か
と
市
と
団
体
で
協
議
を

行
っ
た
結
果
、し
ば
ら
く
の
間
、お

互
い
の
活
動
を
理
解
し
合
う
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、「
雲
仙
市

女
性
団
体
情
報
交
換
会
」を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
も
と
に
、

３
月
23
日
に
開
催
し
た「
雲
仙
市

女
性
団
体
情
報
交
換
会
」で
は
、

県・市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
後
、

各
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
議
題
に
つ

い
て
協
議
し
、情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、小
浜
温
泉

湯
祭
り
や
観
櫻
火
宴
の
案
内
、沢

田
知
可
子
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
協
力

の
お
礼
、男
女
共
同
参
画
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し

た
。

　

中
で
も
、女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、「
女
性
団

体
の『
横
の
つ
な
が
り
』が
よ
う
や

く
で
き
、事
業
の
協
力
や
意
見
交

換
が
で
き
る
形
と
な
っ
た
。今
後

は
、共
通
課
題
や
目
標
に
向
け
、

共
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
見

い
だ
し
て
い
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。ま
た
、そ
れ
が
こ
の

情
報
交
換
会
の
方
向
性
で
は
な
い

か
」と
、今
後
に
つ
い
て
期
待
を
含

め
た
意
見
が
あ
り
、平
成
24
年
度

も
参
加
団
体
が
望
む
形
で
会
の

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
、引
き
続

き
、市
内
女
性
団
体
の
交
流
の
場

と
し
て
情
報
交
換
を
続
け
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
、和
や
か
な

中
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、７
月
上
旬
に
開
催
予

定
で
す
。現
在
は
12
団
体
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
が
、ほ
か
に
も
参

加
を
希
望
す
る
団
体
が
あ
り
ま

し
た
ら
、上
記
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

↑団体事業を説明中

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38
-３
１
１
１

問
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な や みゼロ（消費生活センター直通電話）
ライフサポートホットライン

雲仙市消費生活センター
からのお知らせ

困ったときは…　早めに、ご相談を。

新社会人は注意！本当にもうかるの？マルチ商法

　司法書士による無料相談会を行います。相
談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽に
ご相談ください。（予約不要）
日時　5月26日（土）　午前10時～午後3時
場所　愛野町公民館

無料司法書士相談会

雲仙市消費生活センター（☎38-7830）問

主催：雲仙市、長崎県青年司法書士協議会

若
い
人
に
多
い
マ
ル
チ
商
法
の

ト
ラ
ブ
ル
事
例

【
事
例
】学
生
時
代
の
友
人
か
ら

「
も
う
か
る
話
が
あ
る
」、「
良
い
話

が
あ
る
ん
だ
け
ど
」と
電
話
が
入

り
、フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
っ

た
。「
将
来
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ビ
ジ
ネ
ス
で
、人
を
紹
介
す
れ
ば

高
収
入
が
得
ら
れ
る
」、「
仲
間
も

多
く
、人
脈
も
広
が
る
」、「
会
員
に

な
る
に
は
、ロ
ー
ン
で
48
万
円
の
健

康
食
品
を
買
って
も
ら
う
が
、友
達

を
紹
介
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

マ
ー
ジ
ン
で
す
ぐ
に
取
り
戻
せ

る
」、「
こ
の
健
康
食
品
は
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
が
治
る
」な
ど
、５
時
間

以
上
説
明
さ
れ
、仕
方
な
く
契
約

し
た
。教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
知

人
を
勧
誘
し
た
が
、一人
も
紹
介
で

き
ず
ロ
ー
ン
が
支
払
え
な
く
な
って

し
ま
っ
た
。

違
法
じ
ゃ
な
い
け
ど・・・ト
ラ
ブ

ル
続
出

マ
ル
チ
商
法
で
は
、商
品
購
入
や

登
録
料
を
払
っ
て
販
売
組
織
に
入

会
し
、友
人
や
知
人
な
ど
を
紹
介

す
れ
ば
高
収
入
が
得
ら
れ
る
と

勧
誘
し
ま
す
。販
売
の
方
法
自
体

は
違
法
で
は
な
い
の
で
す
が
、ト
ラ

ブ
ル
が
多
い
の
で
契
約
に
は
細
心

の
注
意
が
必
要
で
す
。

お
金
が
な
い
と
断
る
人
に
対
し

て
も
、バッ
ク
マ
ー
ジ
ン
で
す
ぐ
に
取

り
戻
せ
る
か
ら
な
ど
と
説
明
し
、

サ
ラ
金
か
ら
の
借
り
入
れ
を
勧
め

た
り
、強
引
な
勧
誘
に
よ
り
契
約

を
迫
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、実
際
に
は
思
っ
た
よ

う
に
人
を
紹
介
で
き
ず
、高
額
な

商
品
と
借
金
だ
け
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
、と
い
う
相
談
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

ま
た
、「
目
的
を
知
ら
さ
れ
ず

に
呼
び
出
さ
れ
た
」、「
長
時
間
の

勧
誘
で
仕
方
な
く
契
約
し
た
」、

「
絶
対
に
も
う
か
る
と
説
明
を
受

け
た
」な
ど
の
勧
誘
の
方
法
に
問

題
が
あ
る
事
例
も
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

相
談
は
家
族
や
友
人
か
ら
も

社
会
経
験
や
法
的
知
識
の
乏

し
い
若
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
絶
対
も
う
か
る
」と
信

じ
込
ん
で
活
動
す
る
様
子
を
見

て
、家
族
や
友
人
が
心
配
し
注
意

を
す
る
け
れ
ど
も
、聞
き
入
れ
な

い
た
め
、何
と
か
や
め
さ
せ
た
い
、

と
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
中
途
解

約
、返
品

マ
ル
チ
商
法（
連
鎖
販
売
取
引
）

で
は
、契
約
書
面
を
受
け
取
って
20

日
以
内
で
あ
れ
ば
、ク
ー
リ
ン
グ・オ

フ
が
で
き
ま
す
。ま
た
、組
織
の
加

入
契
約
は
い
つ
で
も
解
約
で
き
、入

会
し
て
１
年
以
内
に
解
約
す
る
場

合
は
、解
約
時
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て

90
日
以
内
に
引
渡
し
を
受
け
た
商

品
で
、未
使
用
の
も
の
は
代
金
の

10
％
以
内
の
違
約
金
を
払
え
ば
返

品
で
き
ま
す
。

被
害
者
の
は
ず
が
加
害
者
に

勧
誘
に
際
し
て
、得
ら
れ
る
収

入
や
購
入
す
る
商
品
、契
約
解
除

な
ど
に
つ
い
て
、う
そ
の
説
明
を
し

た
り
、誇
大
な
広
告
や
、相
手
を

困
惑
さ
せ
た
り
す
る
行
為
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。自
分

が
だ
ま
さ
れ
て
勧
誘
を
受
け
て

も
、同
様
の
方
法
で
勧
誘
を
す
る

と
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●相談を受け付ける内容●
①借金
②相続、不動産
③訪問販売などの契約
④成年後見制度
⑤その他法律に関すること

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
あ
う
ま
ち　

雲
仙
市

問

Vol.50

雲
仙
市
で
元
気
に

活
躍
す
る
女
性
団
体
間

の
つ
な
が
り
を

女
性
団
体
の

交
流
の
場
と
し
て

雲仙市女性団体情報交換会〈参加団体：12団体〉
雲仙市婦人会連絡協議会、雲仙市商工会女性部、JA島原雲
仙女性部、雲仙市女性防火クラブ連絡協議会、雲仙市食生活
改善推進員連絡協議会、雲仙市老人クラブ連合会女性部、雲
仙市母子寡婦福祉会、島原更生保護女性会（雲仙分区）、（農）
守山女性部加工組合、（農）吾妻農産加工組合、（農）瑞穂農産
加工センター「むつみ会」、長崎県男女共同参画推進員
〈主な活動内容〉
市内女性団体間の情報交換を行い、各団体相互の活動活性化などを目的
として開催。年3回程度、情報交換会・研修会を開催予定。

夢のかたち、未来のかたち

ハートフル☆
　　ピープル

List #009

雲
仙
市
女
性
団
体

情
報
交
換
会

←↑女性団体情報交換会
　　　（3月23日開催）

　　

女
性
が
構
成
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
団
体
、い
わ
ゆ
る「
女
性
団

体
」は
市
内
に
も
数
多
く
あ
り
、

元
気
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
、市
内
女
性
団
体

間
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、相
互

の
活
動
活
性
化
を
目
的
と
し
た

場
が
持
て
な
い
か
、ま
た
、男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、

「
女
性
の
声
」を
聞
く
機
会
が
持

て
な
い
か
と
市
と
団
体
で
協
議
を

行
っ
た
結
果
、し
ば
ら
く
の
間
、お

互
い
の
活
動
を
理
解
し
合
う
情

報
交
換
の
場
と
し
て
、「
雲
仙
市

女
性
団
体
情
報
交
換
会
」を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
も
と
に
、

３
月
23
日
に
開
催
し
た「
雲
仙
市

女
性
団
体
情
報
交
換
会
」で
は
、

県・市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
後
、

各
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
議
題
に
つ

い
て
協
議
し
、情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、小
浜
温
泉

湯
祭
り
や
観
櫻
火
宴
の
案
内
、沢

田
知
可
子
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
協
力

の
お
礼
、男
女
共
同
参
画
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し

た
。

　

中
で
も
、女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、「
女
性
団

体
の『
横
の
つ
な
が
り
』が
よ
う
や

く
で
き
、事
業
の
協
力
や
意
見
交

換
が
で
き
る
形
と
な
っ
た
。今
後

は
、共
通
課
題
や
目
標
に
向
け
、

共
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
見

い
だ
し
て
い
け
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。ま
た
、そ
れ
が
こ
の

情
報
交
換
会
の
方
向
性
で
は
な
い

か
」と
、今
後
に
つ
い
て
期
待
を
含

め
た
意
見
が
あ
り
、平
成
24
年
度

も
参
加
団
体
が
望
む
形
で
会
の

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
、引
き
続

き
、市
内
女
性
団
体
の
交
流
の
場

と
し
て
情
報
交
換
を
続
け
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
、和
や
か
な

中
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、７
月
上
旬
に
開
催
予

定
で
す
。現
在
は
12
団
体
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
が
、ほ
か
に
も
参

加
を
希
望
す
る
団
体
が
あ
り
ま

し
た
ら
、上
記
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

↑団体事業を説明中

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38
-３
１
１
１

問
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
費
補
助
金

創
業・経
営
改
革・農
商
工
連
携
事
業
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
生
活
環
境
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、市
内
に
あ
る
住
宅・店
舗
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
市
内
の
施
工
業
者
に
発
注
す
る
場
合
に
、工
事
費
の
一部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課（
☎
38̶

３
１
１
１
）

●
対
象
区
域

　

国
見
町
、
小
浜
町
（
雲
仙
地
区
の一部

　

を
除
く
）、
南
串
山
町
に
合
併
浄
化
槽

　

を
有
す
る
人

●
対
象
事
業

50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
の
法
定
検
査

（
浄
化
槽
法
第
11
条
）お
よ
び
清
掃（
浄

化
槽
法
第
10
条
）費
用
に
対
す
る
助
成

※
保
守
点
検
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
助
成
内
容

　

【
法
定
検
査
】　

　
　

20
人
槽
以
下
：
６
０
０
０
円

　
　

21
人
槽
以
上
50
人
槽
以
下

　
　
　
　
　
　
　

：
７
０
０
０
円

　
【
清
掃
】
年
額
１
万
２
０
０
０
円

●
助
成
の
方
法

　

指
定
検
査
機
関
（
長
崎
県
知
事
指
定

　
（
財
）
長
崎
県
浄
化
槽
協
会
）
お
よ
び

　

清
掃
業
者
に
よ
る
代
理
受
領

※
市
への
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
愛
野
町
、千
々
石
町
に
つ
い
て
は
、現
行

の「
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
」で

対
応
し
、
３
年
間
で
段
階
的
に
調
整

後
、
平
成
27
年
度
か
ら
右
記
の
事
業
へ

移
行
す
る
予
定
で
す
。

○
瑞
穂
町
、吾
妻
町
に
つ
い
て
は
、現
行
の

「
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」で

対
応
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

☎
38̶

３
１
１
１

平成24年度雲仙市住宅・店舗リフォーム緊急支援事業

浄化槽の法定検査・清掃の費用を助成します ～浄化槽維持管理費助成事業～

〜
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
〜

区分

対象となる
建物

対象となる
工事

対象とならない
工事

対象者

補助金額

予算額

募集期間

申請に必要な
書類

申請先

住宅

居住用住宅
（住宅本体以外の車庫、倉庫などを除く）

①造園、門扉、塀などの外構工事
②車庫、倉庫などの工事
③設備、器具の購入、設置（ただし、建物と構造上一体となっている設備および器
　具は除く）
④電話、インターネットの配線工事
⑤公共工事の施工に伴う補償工事など

①対象となる建物の所有者でリフォームを行う人（同一世帯員を含む）
②市税の未納がないこと（同一世帯員を含む）

対象となる工事費の20％で、15万円を限度とする
（この制度により、補助金を受けることができるのは、1回限り）

4,000万円

現在受付中で、予算がなくなり次第終了します

①補助金交付申請書
②申請者の住所が確認できるもの
③補助対象建築物の所有者がわかるもの
④工事見積書の写し（内訳明細が明記されていること）
⑤建物全体およびリフォームする個所の写真
⑥市税の未納がない証明書
⑦そのほか、必要な書類

商工労政課または各総合支所産業建設課

①1件あたり20万円以上の工事
②市内の施工業者（住所を有する個人または本店を有する法人）に発注する工事
③対象工事として市の決定を受けた後に着工し、平成25年3月末までに完了する
工事（注意：交付決定を受ける前に着工した場合は、補助金は交付されません）

店舗、ホテルまたは旅館、事務所、共同住
宅およびアパート、病院または診療所
（風俗営業法の届出が必要な建物を除く）

店舗等

増改築、修繕、模様替え、バリアフリー化など既存の住宅や店舗などの機能の維
持または向上のために行うリフォーム工事

次
の
場
合
に
は
平
成
24
年
度
の
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
23
年
度
に
、こ
の
補
助
金
を
受
け
た
人（
同
一
世
帯
員
を
含
む
。）

②
平
成
23
年
度
に
、こ
の
補
助
金
を
利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
た
建
物　

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補

助
を
実
施
し
ま
す
。

●
補
助
要
件

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
本
市
に
住
所
を
有
す
る
人
（
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

完
了
後
か
ら
補
助
金
交
付
ま
で
に
本
市
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
を
含
む
）

・
市
内
に
あ
る
住
宅
に
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
こ
と

・
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
お
よ
び
余
剰
電
力
の
受
給
契
約
を

締
結
で
き
る
人
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
J-

P
E
C
）
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込
み
を

行
い
、
申
込
受
理
決
定
通
知
書
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
市
税
を
未
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
補
助
金
額

　

１
件
あ
た
り
８
万
円

　
（
１
世
帯
あ
た
り
１
基
と
し
、
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で
に

設
置
完
了
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
）

●
受
付
件
数

　

本
年
度
の
受
付
件
数
は
１
３
０
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

予
算
額
に
達
し
た
場
合
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
（
先
着

順
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
38̶

３
１
１
１

創
業
や
新
設
し
た
企
業
の
事
業
活
動
の
支
援
と
中
小
企
業
の
経
営
改
革
、農
商
工
連
携
事
業
に
よ
る
新
事
業

へ
の
支
援
を
行
い
、市
内
産
業
の
活
性
化
と
健
全
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課（
☎
38̶

３
１
１
１
）

事業区分

補助対象事者

補助対象事業

補助対象期間

創業・経営改革サポート事業 農商工連携サポート事業

市内で創業または経営改革に取り組
む個人、中小企業者

市内農林漁業者を含む2業種以上で
組織され、互いに資源や工夫を出し合
い、密接なつながりをもつ連携体

高い技術と優れた事業計画により行わ
れる創業や経営改革に取り組み、事業
化を行うもので、次の条件を全て満た
すもの。
①高い成長性が期待される事業計画
であること。
②許認可などが必要な業種について
は許認可を受けていること、または
受ける見込みがあること。

農商工連携により、新商品・新技術・新
サービスの開発および提供を行う事
業で、次の条件を全て満たすもの
①雲仙市のもつ地域資源を活かした
事業であること。
②市場性が高く将来的に有望である
と認められる事業であること。
③地域への高い貢献度が見込まれる
事業であること。

2年以内（交付決定は1年ごと）

補助対象経費の2分の1以内
1件につき500万円以下

補助率・補助
限度額

補助対象経費の10分の7以内
1件につき700万円以下

・雲仙市以外の公的機関などから補助金などの交付を受ける場合は、その対象経費を差し引いた額を
補助対象とします。
・事業期間が2年間の場合、各年度で、企画書の提出、審査、補助金交付申請書の提出が必要にな
ります。

【審査方法】
　市における事務的審査（1 次審査）の後、申請者によるプレゼンテーションと質疑応答を行う面接
形式の審査会（2次審査）を行います。

【応募期限】　5月31日（木）午後5時

● 広報うんぜん
平成24年5月18



太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
費
補
助
金

創
業・経
営
改
革・農
商
工
連
携
事
業
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
生
活
環
境
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、市
内
に
あ
る
住
宅・店
舗
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
市
内
の
施
工
業
者
に
発
注
す
る
場
合
に
、工
事
費
の
一部
を
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課（
☎
38̶

３
１
１
１
）

●
対
象
区
域

　

国
見
町
、
小
浜
町
（
雲
仙
地
区
の一部

　

を
除
く
）、
南
串
山
町
に
合
併
浄
化
槽

　

を
有
す
る
人

●
対
象
事
業

50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
の
法
定
検
査

（
浄
化
槽
法
第
11
条
）お
よ
び
清
掃（
浄

化
槽
法
第
10
条
）費
用
に
対
す
る
助
成

※
保
守
点
検
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
。

●
助
成
内
容

　

【
法
定
検
査
】　

　
　

20
人
槽
以
下
：
６
０
０
０
円

　
　

21
人
槽
以
上
50
人
槽
以
下

　
　
　
　
　
　
　

：
７
０
０
０
円

　
【
清
掃
】
年
額
１
万
２
０
０
０
円

●
助
成
の
方
法

　

指
定
検
査
機
関
（
長
崎
県
知
事
指
定

　
（
財
）
長
崎
県
浄
化
槽
協
会
）
お
よ
び

　

清
掃
業
者
に
よ
る
代
理
受
領

※
市
への
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
愛
野
町
、千
々
石
町
に
つ
い
て
は
、現
行

の「
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金
」で

対
応
し
、
３
年
間
で
段
階
的
に
調
整

後
、
平
成
27
年
度
か
ら
右
記
の
事
業
へ

移
行
す
る
予
定
で
す
。

○
瑞
穂
町
、吾
妻
町
に
つ
い
て
は
、現
行
の

「
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
」で

対
応
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

☎
38̶

３
１
１
１

平成24年度雲仙市住宅・店舗リフォーム緊急支援事業

浄化槽の法定検査・清掃の費用を助成します ～浄化槽維持管理費助成事業～

〜
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
〜

区分

対象となる
建物

対象となる
工事

対象とならない
工事

対象者

補助金額

予算額

募集期間

申請に必要な
書類

申請先

住宅

居住用住宅
（住宅本体以外の車庫、倉庫などを除く）

①造園、門扉、塀などの外構工事
②車庫、倉庫などの工事
③設備、器具の購入、設置（ただし、建物と構造上一体となっている設備および器
　具は除く）
④電話、インターネットの配線工事
⑤公共工事の施工に伴う補償工事など

①対象となる建物の所有者でリフォームを行う人（同一世帯員を含む）
②市税の未納がないこと（同一世帯員を含む）

対象となる工事費の20％で、15万円を限度とする
（この制度により、補助金を受けることができるのは、1回限り）

4,000万円

現在受付中で、予算がなくなり次第終了します

①補助金交付申請書
②申請者の住所が確認できるもの
③補助対象建築物の所有者がわかるもの
④工事見積書の写し（内訳明細が明記されていること）
⑤建物全体およびリフォームする個所の写真
⑥市税の未納がない証明書
⑦そのほか、必要な書類

商工労政課または各総合支所産業建設課

①1件あたり20万円以上の工事
②市内の施工業者（住所を有する個人または本店を有する法人）に発注する工事
③対象工事として市の決定を受けた後に着工し、平成25年3月末までに完了する
工事（注意：交付決定を受ける前に着工した場合は、補助金は交付されません）

店舗、ホテルまたは旅館、事務所、共同住
宅およびアパート、病院または診療所
（風俗営業法の届出が必要な建物を除く）

店舗等

増改築、修繕、模様替え、バリアフリー化など既存の住宅や店舗などの機能の維
持または向上のために行うリフォーム工事

次
の
場
合
に
は
平
成
24
年
度
の
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
23
年
度
に
、こ
の
補
助
金
を
受
け
た
人（
同
一
世
帯
員
を
含
む
。）

②
平
成
23
年
度
に
、こ
の
補
助
金
を
利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
た
建
物　

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補

助
を
実
施
し
ま
す
。

●
補
助
要
件

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
本
市
に
住
所
を
有
す
る
人
（
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

完
了
後
か
ら
補
助
金
交
付
ま
で
に
本
市
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
を
含
む
）

・
市
内
に
あ
る
住
宅
に
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
こ
と

・
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
お
よ
び
余
剰
電
力
の
受
給
契
約
を

締
結
で
き
る
人
で
あ
る
こ
と

・
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
J-

P
E
C
）
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込
み
を

行
い
、
申
込
受
理
決
定
通
知
書
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
市
税
を
未
納
し
て
い
な
い
こ
と

●
補
助
金
額

　

１
件
あ
た
り
８
万
円

　
（
１
世
帯
あ
た
り
１
基
と
し
、
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で
に

設
置
完
了
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
）

●
受
付
件
数

　

本
年
度
の
受
付
件
数
は
１
３
０
件
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

予
算
額
に
達
し
た
場
合
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
（
先
着

順
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課　

☎
38̶

３
１
１
１

創
業
や
新
設
し
た
企
業
の
事
業
活
動
の
支
援
と
中
小
企
業
の
経
営
改
革
、農
商
工
連
携
事
業
に
よ
る
新
事
業

へ
の
支
援
を
行
い
、市
内
産
業
の
活
性
化
と
健
全
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課（
☎
38̶
３
１
１
１
）

事業区分

補助対象事者

補助対象事業

補助対象期間

創業・経営改革サポート事業 農商工連携サポート事業

市内で創業または経営改革に取り組
む個人、中小企業者

市内農林漁業者を含む2業種以上で
組織され、互いに資源や工夫を出し合
い、密接なつながりをもつ連携体

高い技術と優れた事業計画により行わ
れる創業や経営改革に取り組み、事業
化を行うもので、次の条件を全て満た
すもの。
①高い成長性が期待される事業計画
であること。
②許認可などが必要な業種について
は許認可を受けていること、または
受ける見込みがあること。

農商工連携により、新商品・新技術・新
サービスの開発および提供を行う事
業で、次の条件を全て満たすもの
①雲仙市のもつ地域資源を活かした
事業であること。
②市場性が高く将来的に有望である
と認められる事業であること。
③地域への高い貢献度が見込まれる
事業であること。

2年以内（交付決定は1年ごと）

補助対象経費の2分の1以内
1件につき500万円以下

補助率・補助
限度額

補助対象経費の10分の7以内
1件につき700万円以下

・雲仙市以外の公的機関などから補助金などの交付を受ける場合は、その対象経費を差し引いた額を
補助対象とします。
・事業期間が2年間の場合、各年度で、企画書の提出、審査、補助金交付申請書の提出が必要にな
ります。

【審査方法】
　市における事務的審査（1 次審査）の後、申請者によるプレゼンテーションと質疑応答を行う面接
形式の審査会（2次審査）を行います。

【応募期限】　5月31日（木）午後5時

19● 広報うんぜん
平成24年5月



●対象施設
所管課 対象施設名

詳しい内容は、各公共施設所管課へお問い合わせください。●

統一した経緯など、全般的な内容については、財政課（☎38-3111）へ
お問い合わせください。

●

問い合わせ先
教育委員会（☎37-3113）：生涯学習課、スポーツ振興課
雲仙市役所（☎38-3111）：観光物産まちづくり推進課、
　　　　　　　　　　　　　健康づくり課、環境政策課、
　　　　　　　　　　　　　農林水産課
福祉事務所（☎36-2500）：福祉課

～雲仙市地域ふれ愛ささえ愛推進モデル事業～

募集期間
　　
募集自治会数
　　
　　
実施内容
　　
　
　
市の支援
　
　
　　
申込方法
　　
　

地域ふれ愛ささえ愛推進モデル事業実施自治会を募集します
【問い合わせ】福祉課（☎36-2500）

新登山道

既存登山道
今回解除される警戒区域
今後も継続される警戒区域

凡例

普賢岳周辺概略図

雲仙普賢岳に新登山道ができました

５
月
９
日

新
登
山
道
供
用
開
始

N

【問い合わせ】市民安全課（☎38-3111）

● 広報うんぜん
平成24年5月20



●対象施設
所管課 対象施設名

詳しい内容は、各公共施設所管課へお問い合わせください。●

統一した経緯など、全般的な内容については、財政課（☎38-3111）へ
お問い合わせください。

●

問い合わせ先
教育委員会（☎37-3113）：生涯学習課、スポーツ振興課
雲仙市役所（☎38-3111）：観光物産まちづくり推進課、
　　　　　　　　　　　　　健康づくり課、環境政策課、
　　　　　　　　　　　　　農林水産課
福祉事務所（☎36-2500）：福祉課

～雲仙市地域ふれ愛ささえ愛推進モデル事業～

募集期間
　　
募集自治会数
　　
　　
実施内容
　　
　
　
市の支援
　
　
　　
申込方法
　　
　

地域ふれ愛ささえ愛推進モデル事業実施自治会を募集します
【問い合わせ】福祉課（☎36-2500）

新登山道

既存登山道
今回解除される警戒区域
今後も継続される警戒区域

凡例

普賢岳周辺概略図

雲仙普賢岳に新登山道ができました

５
月
９
日

新
登
山
道
供
用
開
始

N

【問い合わせ】市民安全課（☎38-3111）

21● 広報うんぜん
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新　　職　　名 氏　名 前　　任
課長補佐（長寿医療班長） 冨永　修一 同課課長補佐（長寿医療班）
戸籍班参事補（班長） 奥野　　隆 同課戸籍班参事補
国保年金班参事補（班長） 松山　安則 同課国保年金班参事補
国保年金班参事補 田中　祐子 小浜総合支所市民生活課市民

生活班参事補
主査 稲本千亜紀 国見総合支所主査
主事補 岩田　久美 人事課主事補
市民安全課
課長兼消費生活センター所長 松本　幸雄 小浜総合支所市民生活課長
課長補佐（市民安全班長） 本村　礼介 市民安全課市民安全班参事補

（班長）
市民安全班参事補 加藤　賢悟 保護課保護班参事補
市民安全班参事補（消費生活
センター担当） 川井　一幸 市民安全班係長（消費生活セ

ンター担当）
主査 田原　洋輝 監理課主査
税務課
参事（市民税班長） 長谷川　進 国見総合支所産業建設課課長

補佐（産業建設班長）
課長補佐（固定資産税班長） 木本　昌平 同課課長補佐（固定資産税班）
固定資産税班参事補 川崎　智雪 小浜総合支所産業建設課産業

建設班参事補
主査 森田　貴裕 財政課主査
主査 森田　　絢 同課主事
収納推進課
収納推進班参事補 内田　啓輔 政策企画課秘書調整班参事補
健康づくり課
参事（健康推進班） 井川　智子 土黒保育所主任
主査 林田　貴光 財政課主査
環境政策課
廃棄物対策班参事補 古賀　正興 人事課付係長（長崎県環境部

廃棄物対策課派遣）
環境班係長 松石　　亮 千々石総合支所市民生活課市

民生活班係長
市民福祉部
部長兼福祉事務所長 本多　周太 会計管理者兼会計課長
福祉課
参事監兼課長 宮本　三平 人事課付参事監（雲仙・南島

原保健組合派遣）
課長補佐（高齢者福祉班長） 牛嶋　幸也 同課高齢者福祉班参事補
障害福祉班参事補 柴崎由美子 同課障害福祉班係長
高齢者福祉班参事補 稲本　建治 同課高齢者福祉班係長
高齢者福祉班係長 井上　真紀 子ども支援課子ども健康班係長
子ども支援課
参事（子育て支援班） 吉永　直美 土黒保育所参事
課長補佐（子ども健康班） 冨永美也子 福祉課課長補佐（高齢者福祉

班長）
子ども健康班参事補 北御門真紀 健康づくり課健康推進班参事

補
子育て支援班参事補 田原　朋子 土黒保育所参事補
保護課
参事監兼課長 佐藤　義隆 保護課長
主査 松田　康弘 人事課付主査（島原地域広域

市町村圏組合派遣）
農林水産商工部
農林水産課
農業班参事補 岩本　忠彦 同課畜産班参事補
畜産班参事補 釣川　和義 政策企画課地域振興班係長
主事 庄﨑　智樹 新規採用
農漁村整備課
課長 吉崎　　誠 同課参事（整備維持班長）
課長補佐（整備維持班長） 竹田　義則 同課課長補佐（整備維持班）
主事 山口　将武 道路河川課主事
主事 平　　大輔 道路河川課主事
商工労政課
課長 山本　一也 管財課課長補佐（契約班長）
商工労政班係長 村上　宏江 同課主査
建設整備部
部長 野口　孔明 総務部次長兼管財課長
理事兼道路河川課長 菅　　良一 同部次長兼道路河川課長
次長兼下水道課長 関　　精一 下水道課長
監理課
課長 堀尾　久和 同課課長補佐（建設総務班長）
建設総務班参事補（班長） 鳥辺　伸一 同課建設総務班係長
主査 石田　勝幸 人事課付主査（島原地域広域

市町村圏組合派遣）
主査 中村　勝也 人事課主事

新　　職　　名 氏　名 前　　任
議会事務局
局長 大山　真一 市民窓口課長
課長補佐（総務班長） 中村　和子 会計課課長補佐（支出班長）
課長補佐（議事調査班長） 関　　雄介 同事務局議事調査班参事補

（班長）
総務班係長 和田　香恵 同事務局係長（総務班長）
政策企画課
参事監兼課長兼男女共同参画
センター所長 近藤　和彦 長崎県農林部団体検査指導室

係長
地域振興班参事補（班長） 田口　文武 市民安全課市民安全班参事補
主査（男女共同参画センター
担当） 佐々木美恵 人事課付主査（島原地域広域

市町村圏組合派遣）
主査 細田     剛 道路河川課主査
主査 森田　珠美 同課主事
主事 酒井　久仁 新規採用
観光物産まちづくり推進本部
部長 岸川　　孝 政策企画課参事監兼課長兼男

女共同参画センター所長
観光物産まちづくり推進課
課長 江口　秀司 商工労政課長
主査 森　　知洋 教育委員会事務局スポーツ振

興課主査
主査 前田　祥平 政策企画課主査
主査 宮﨑　幸平 同課主事
参事（国民宿舎望洋荘） 光永　喜義 同課国民宿舎望洋荘主任
参事（国民宿舎望洋荘） 飛永　重行 同課国民宿舎望洋荘主任
参事（国民宿舎望洋荘） 大島　勝則 同課国民宿舎望洋荘主任
総務部
次長兼人事課長 広瀬　章文 同部参事監兼人事課長
人事課
参事（人事行政班） 小松　　仁 同課課長補佐（人事行政班）
人事行政班参事補 田中　一也 政策企画課広報班参事補
人事課付主事（長崎県産業労
働部商工金融課派遣） 石丸　裕憲 観光物産まちづくり推進課主

事
人事課付参事（島原半島観光
連盟派遣） 田中　秀穂 観光物産まちづくり推進課参

事
人事課付課長補佐（島原半島
ジオパーク推進連絡協議会派
遣）

松尾　純伯
観光物産まちづくり推進課課
長補佐（観光物産まちづくり
推進班）

人事課付参事補（島原半島ジ
オパーク推進連絡協議会派
遣）

林田　真明
観光物産まちづくり推進課観
光物産まちづくり推進班参事
補

人事課付係長（島原地域広域
市町村圏組合派遣） 植木　泰臣 農業委員会事務局農地班係長
人事課付主査（島原地域広域
市町村圏組合派遣） 堀田　宏喜 国見総合支所主査
人事課付主査（島原地域広域
市町村圏組合派遣） 原田　誠二 水道課主査
人事課付主査（県央県南広域
環境組合派遣） 大石　真伸 教育委員会事務局生涯学習課

主査
総務部付理事（雲仙・南島原
保健組合派遣） 重野　　淳 市民生活部付次長（雲仙・南

島原保健組合派遣）
総務部付課長（雲仙・南島原
保健組合派遣） 長田　幸男 市民窓口課課長補佐（市民生

活班長）
人事課付参事 馬場　浩介 小浜総合支所産業建設課参事

（産業建設班長）
人事課付主査 豊田　千穂 教育委員会事務局総務課主査
行革推進室
行革推進班参事補 長井　純也 同室行革推進班係長
主事 山口　明華 新規採用
財政課
財政班参事補 草野　秀博 農林水産課農業班係長
主査 德永　真幸 健康づくり課主査
管財課
参事監兼課長 山本　松一 監理課長
参事（財産管理班長） 坂本　英知 同課課長補佐（財産管理班）
課長補佐（契約班長） 菅　　康郎 同課契約班参事補
課長補佐（財産管理班） 高原　　務 収納推進課収納推進班参事補
契約班参事補 荒木　芳展 財政課財政班参事補
工事検査室
参事（検査班長） 松橋　秀明 教育委員会事務局総務課参事

（環境整備班長）
主査 木場　俊郎 同室主査（検査班長）
市民生活部
次長兼市民窓口課長 岩永　判二 議会事務局次長
市民窓口課
参事（市民生活班長） 松田　　究 政策企画課参事（地域振興班長）

職 員 の 人 事 異 動 　 　 　 　平成24年4月1日付
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新　　職　　名 氏　名 前　　任
道路河川課
維持班参事補 北川　貴房 同課維持班係長
改良班係長 横田　博文 同課主査
主査 冨永　幸一 南串山総合支所主査
主査 横田　俊介 愛野総合支所主査
主事 奥野　志朗 教育委員会事務局総務課主事
主事 林田　　覚 新規採用
建築課
主査 前田　真也 同課主事
用地課
課長補佐（用地班長） 山下　金光 同課課長補佐（用地班）
用地班参事補 三浦　邦宏 同課用地班係長
主査 寺田　博文 同課主事
水道課
水道管理班参事補 鵜殿　光輝 同課水道管理班係長
給水班参事補 大場　利信 道路河川課維持班参事補
給水班係長 廣瀬　祐二 同課主査
主事 平田　拓也 農漁村整備課主事
下水道課
参事（下水道工務班長） 井手上　元 同課参事（下水道管理班長）
課長補佐（下水道管理班長） 久保田幸男 同課下水道工務班参事補
下水道工務班参事補 峰添　恒彦 同課下水道工務班係長
主査 吉尾　将悟 同課主事
会計課
会計管理者 荒木　　強 観光物産まちづくり推進本部

参事監（ジオパーク担当）
課長 大園　和典 市民安全課長兼消費生活セン

ター所長
支出班参事補（班長） 中尾　幸治 同課支出班参事補
国見総合支所
市民生活課
参事（市民生活班） 竹田久美子 土黒保育所参事
市民生活班参事補 江副　真理 土黒保育所参事補
主査 岩　　博文 人事課付主査（県央県南広域

環境組合派遣）
主事 村里　英洋 農林水産課主事
産業建設課
参事（産業建設班長） 島田　克子 税務課課長補佐（市民税班長）
産業建設班参事補 黒田　敏郎 同課産業建設班係長
産業建設班参事補 高木　芳弘 同課産業建設班係長
瑞穂総合支所
市民生活課
主査 吉田　まゆ 政策企画課主査（男女共同参

画センター担当）
主事 中村　奈央 税務課主事
産業建設課
産業建設班参事補（班長） 上田　泰秀 下水道課下水道工務班参事補

（班長）
産業建設班参事補 斉藤　　誠 同支所市民生活課市民生活班

参事補
愛野総合支所
市民生活課
市民生活班係長 田中　文女 同支所主査
主査 柴田　英知 農林水産課主査
千々石総合支所
支所長兼産業建設課長 木戸　庁一 農林水産商工部次長兼農漁村

整備課長
市民生活課
市民生活班参事補 草野由可志 福祉課市民福祉班参事補
産業建設課
主査 本岡　勇樹 同支所主事
小浜総合支所
支所長兼産業建設課長 野口　龍吾 千々石総合支所長兼産業建設

課長
市民生活課
課長 宅島　良則 福祉課長

新　　職　　名 氏　名 前　　任
参事（市民生活班） 宮田　　勉 税務課参事（固定資産税班長）
課長補佐（市民生活班） 関　　隆夫 市民窓口課課長補佐（国保年

金班長）
主査 川原　信二 同支所主事
産業建設課
参事（産業建設班長） 岩永　政吉 管財課参事（財産管理班長）
参事（産業建設班） 田中　　睦 同課産業建設班主任
産業建設班参事補 川原　隆宏 子ども支援課子育て支援班参

事補
南串山総合支所
産業建設課
課長補佐（産業建設班長） 福田　昭雄 小浜総合支所市民生活課課長

補佐（市民生活班）
産業建設班参事補 林田　隆俊 水道課給水班参事補
教育委員会事務局
総務課
課長補佐（環境整備班長） 本田　孝博 瑞穂総合支所産業建設課課長

補佐（産業建設班）
主査 川井　　綾 瑞穂総合支所主査
主査 白山　貴幸 国見総合支所主査
主査 境川　公彦 同課主事
学校教育課
主幹指導主事（教育指導班長） 小田　達也 同課主幹指導主事（教育指導

班）
主幹指導主事（教育指導班） 草野　勝文 同課主任指導主事（教育指導

班）
主任指導主事（教育指導班） 黒岩　洋史 同課教育指導班指導主事
生涯学習課
生涯学習班参事補 江﨑　亮太 同課文化財班参事補
スポーツ振興課
課長 小島　秀勝 瑞穂総合支所産業建設課課長

補佐（産業建設班長）
スポーツ振興班参事補 吉田　　茂 環境政策課廃棄物対策班参事

補
スポーツ振興班参事補 林田　幸一 市民安全課市民安全班係長
国体準備室
室長 松尾十七治 スポーツ振興課長兼国体準備

室長
国体準備班係長 林田　貴子 市民窓口課国保年金班係長
国体準備班係長 卜部　直樹 同室主査
農業委員会事務局
局長 酒井　忠信 市民福祉部長兼福祉事務所長
次長（課長級） 吉田　文博 土黒保育所長

退職　（平成24年３月31日付）
氏　名 前　　任

力野　和久 議会事務局長
中山　　孝 観光物産まちづくり推進本部長
緒方　和人 建設整備部長
溝内　正人 農業委員会事務局長
宅島　辰明 小浜総合支所長兼産業建設課長
渡部　悦子 人事課付参事
金澤　和則 市民窓口課参事（長寿医療班長）
森下　一富 南串山総合支所産業建設課参事（産業建設班長）
江川　康子 教育委員会事務局生涯学習課参事（生涯学習班）
林田　鈴子 市民窓口課参事（戸籍班長）
宮川チヱ子 子ども支援課参事（子ども健康班）
草野美津子 用地課参事（用地班長）

長崎県教育庁へ 氏　名 前　　任
平成２４年３月３１日付（長崎県
教育庁教育センター研修部義
務教育研修課長(参事)）

寺田三千裕 教育委員会事務局学校教育課
主幹指導主事（教育指導班長）

長崎県へ 氏　名 前　　任
平成２４年３月３１日付（長崎県
環境保健研究センター主任研
究員）

船越　章裕 環境政策課環境班係長

◆問い合わせ　人事課（☎38-3111）

雲仙市発展のため、一生
懸命がんばります。
よろしくお願いします。

農林水産課　
　庄　﨑　智　樹

道路河川課　
　林　田　　　覚

行革推進室　
　山　口　明　華

政策企画課　
　酒　井　久　仁
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5月14日から国保の

特定健診が始まります

●特定健診とは…　
　特定健康診査（特定健診）とは、生活習慣病の原因となるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
に着目した健診です。
　市では、国民健康保険の40歳～74歳の人を対象に、腹囲の測定など新たな検査項目を加えて、
メタボの該当者または予備群となる人を早期に発見し、改善のための支援を行います。集団健診と個別健診
（医療機関での受診）を実施しており、どちらも無料で受診できます。

自分の体のことを知り、気付かないうちに忍び寄る生活習慣病の予防をすることで、
非常に重い病気にならないようにし、健康で健やかな生活を送りましょう。

皆さんは、特定健診についてよくご存知でしょうか。
平成24年度に特定健診の最終受診率が確定されます。
その結果によっては、国保税への影響が考えられます。

　国の制度により、市町村は、平成24年度の特定健診の目標受診率が65％と定められています。
（雲仙市の平成23年度の受診率（見込み）は約40％です）
　達成できない場合、ペナルティ（罰則）として市が国に支払う負担金が増額されます。
　雲仙市の場合、最大、約7,000万円の負担増となる可能性があり、この場合、皆さんが支払わ
れている国保税にも影響があります。

国保税への影響

問い合わせ　市民窓口課　国保年金班（☎38-3111）■

◎通院中の検査と、特定健診の検査項目は異なりますので、必ず特定
健診を受けてください。南高医師会の医療機関（雲仙市・南島原
市）に「通院中」の人で、個別健診を希望する場合には、担当医師
にご相談ください。

◎「忙しくて時間がない」という人も、自分のため、家族のために、
ぜひ年に1回健診を受けましょう。あなたが病気になればもっと大
変です。

皆さんの健康と雲仙市の国保財政のために、ぜひ受診を！皆さんの健康と雲仙市の国保財政のために、ぜひ受診を！

● 広報うんぜん
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　健診会場で歯科衛生士による歯科
相談を無料で行っています。
　ぜひ、この機会にご相談ください。

健診の種類によって対象者や自己負担金などが異なります。
詳しくは、世帯配布の健診のお知らせをご覧ください。

●特定健診・若年者健診・がん検診など
　　　【受付時間】　（午前）午前8時30分～10時　（午後）午後1時～2時30分
　　　　　　　　　※ 午前 の日は、胃がん検診と腹部エコー検査も受けることができます。

健（検）診の種類 町 実施日 対象地区 会　　場

小浜町

5月14日（月） 午後 富津 富津漁民センター
5月15日（火） 午後 北本町、木場、金浜

小浜体育館

5月16日（水） 午後 南本町、北木指、南木指、マリーナ
5月17日（木） 午前 雲仙、北野、飛子、木場
5月18日（金） 午前 富津、北本町、金浜

5月19日（土） 午前 山畑、大亀、南本町、北木指、南木指、
マリーナ

5月21日（月） 午後 雲仙、北野 小浜老人福祉
センター

国見町

5月31日（木） 午前 神代地区（山ノ上、楠高、上里、上
古賀、下古賀、片田、小路） 神代研修

センター
6月1日（金） 午前 神代地区（西里、東里、向町、川西、

川東）

6月2日（土） 午前 多比良地区 国見農村環境改善
センター

6月5日（火） 午後
魚洗川、百花台、小ヶ倉、馬場第一、
馬場第二、高下第一、高下第二、高
下第三

馬場集落
センター

6月6日（水） 午後 金山、轟木、港町、船津東、船津中央、
船津西、北下原東、北下原西

国見農村環境
改善センター6月7日（木） 午後 八斗木、宮田、篠原、川原田、今出、

尾茂、南下原
6月8日（金） 午前 土黒地区

【対象者】 特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）／健康診査（後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護受
給者）／若年者健診（20～39歳の人で健診の機会がない人）／結核・肺がん検診（40歳以上）／大腸がん検診

（20歳以上）／前立腺がん検診（40歳以上）／肝炎ウイルス検診（過去に検診を受けたことのない40歳以上）／
胃がん検診（20歳以上）／腹部エコー検査（20歳以上）

問い合わせ （特定健診・後期高齢者健診）市民窓口課 国保年金班、長寿医療班　☎38-3111
（がん検診・若年者健診など）健康づくり課 健康推進班 　☎38-3111　　

５・６月の集団健診

特 定 健 診

健 康 診 査

若 年 者 健 診

結核・肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

腹部エコー検査

胃 が ん 検 診

＋

＋
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　嘱託職員を募集します ※申込期限　5月15日（火）

　　健康づくり課嘱託職員
業務内容 市の保健事業、保健指導事業（公用車の運転あり）

勤務場所 市役所 健康づくり課

募集人員 若干名

雇用期間 6 月 1 日～平成25年 3 月31日

勤務日･時間 月曜日～金曜日（祝日、年末年始の休日を除く）　午前 8 時30分～午後 5 時15分

応募資格
・保健師または管理栄養士、看護師の免許を有する65歳未満の人（平成24年 4 月 1 日現在）
・自動車運転免許を有する人
・パソコン操作（文書作成、表計算）ができる人

報酬
（月額）

・保健師　204,700円　　　　・管理栄養士　189,500円
・看護師　181,900円　　　　・准看護師　166,800円

（通勤手当制度あり）

社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

選考方法 面接、作文

選考日･場所 申込者へ後日通知します。

申込方法
健康づくり課または人事課、各総合支所市民生活課に備え付けの「平成24年度雲仙市嘱託職
員申込書」に写真を貼り、必要事項を自筆で記入の上、取得している免許証の写しを添えて、
健康づくり課または人事課、各総合支所市民生活課に提出してください。

問い合わせ 健康づくり課　　☎38-3111　

　海水浴場管理運営業務受託者を募集します
平成24年度雲仙市海水浴場管理運営業務受託者を募集します。
希望する人は、必ず募集要項を確認の上、お申し込みください。

（募集要項は、管財課および各総合支所市民生活課に備え付けています。また、市ホームページにも掲載しています。）

対象施設 長浜海水浴場（国見町神代戊地先） 千々石海水浴場（千々石町丙地先）
委託金額 916,650円（税込） 1,052,100円（税込）

業務委託期間 平成24年 7 月14日（土）～平成24年 8 月16日（木）まで

業務時間 午前 8 時30分～午後 5 時まで

販売営業 区域内での物品販売やレンタル業務を行う事ができる

業務内容 海水浴場開設期間中の監視など、安全管理に関すること
海水浴場施設の維持管理に関すること　など

応募資格
当該施設の管理運営業務を円滑にかつ安定して遂行できる能力を有する、市内に住所を有す
る法人またはその他の団体（法人格は不問、個人は不可）で、法人税などについて滞納がな
いこと　など

申込方法 管財課または各総合支所市民生活課に備え付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を記入し、
必要書類を添付の上、管財課または各総合支所市民生活課に提出してください。

申込受付期間 ５月７日（月）～25日（金）　午後 5 時まで

問い合わせ 管財課　財産管理班　☎38-3111　（内線 2361）

● 広報うんぜん
平成24年5月26



■子育てサポートセンター会員募集！

■5月の子育て支援センターイベント情報

　保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど、子育て中の“ちょっと困った ! ”を解決する応援をして
います。随時、育児の支援を受けたい人（依頼会員）を募集しています。

〈国見町〉
【NPO法人子育てネット
やまぼうしの会】
子育てひろば
ぽっかぽか
☎78-2528

施設名 イベント 施設名 イベント

○国見ひろば
・11日：おりがみ（12：30～）
・18日：絵本とわらべ唄＆ベビー
　マッサージ〈要予約〉
・20日：森のムッレ教室
　（9：00～11：30）
・22日・24日：ママ講座〈要予約〉
　「簡単おやつ作り」
・25日：親子自然遊び（0～3歳）
　（10：30～11：30）
○愛野ひろば（愛野保健福祉セン
　ター2階）
・2日：（連休のためお休みします）
・9日：絵本とわらべ唄
　（13：00～15：00）
・16・23・30日：通常開催
　　　　　　　（10：00～15：00）

○園庭開放…毎週月・水・金曜日
　10：00～15：00
○親子教室
・11日：手遊び・絵本のよみきかせ
・25日：食育シアター

〈南串山町〉
【八幡保育園】
八幡保育園子育て
支援センター
☎88-2177

〈吾妻町〉
【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
☎38-3306

〈小浜町〉
【小浜保育園】
すくすくルーム
☎76-0117

○親子教室…毎週火・金曜日
　10：00～12：00
・ 1 日：親子制作　こいのぼりバッグ
・ 8日：お外で元気に遊ぼう！
・11日：お母さん　だーいすき♡
・15日：身長・体重測定
・18日：楽しく踊ろう！親子リズム
　　　　ダンス♪
・22日：お話でてこい！たのしい
　　　　紙芝居
・25日：親子ピクニック　
　　　　足湯に行こう！
・29日：（5/25雨天時）
　　　　親子ピクニック予備日

○親子遊び：毎週水曜日
・ 2日：お外で遊ぼう！
・ 9日：母の日のプレゼント作り
・16日：ボール遊び楽しそう！
・23日：保育園をのぞいてみよう！
・30日：お気軽クッキング〈要予約〉
○らく楽 ヨガ：
・7日・14日（13：15～14：15）

※市ホームページにも詳しく掲載しています

（内容が変更になる場合があります）

子ども支援課（☎36-2500）問

　妊娠中の人と家族を対象に、情報交換やおふろの入れ方の練習などを行います。
前日までに、子ども支援課へ電話でお申し込みください。
　【日時】5 月19日（土）　午後1時～4時（受付は午後1時～1時15分）
　【場所】愛野保健福祉センター 2 階
　【持ってくるもの】母子健康手帳

　予防接種を受ける場合、保護者同伴が原則となっていますが、やむを得ず保護者が同伴できない場合（祖母な
どが同伴する場合など）、本年度から委任状が必要です。（保護者とは、親権を行う者または後見人をいいます。）
　委任状は、市内の医療機関や子ども支援課、健康づくり課、各総合支所にありますので、ご利用ください。
※ＭＲ(麻しん風しんワクチン)Ⅲ期、Ⅳ期 と 日本脳炎（13歳以上） 予防接種の場合は、予診票の保護者署名欄
に署名することで、委任状の必要はありません。

13歳未満の子どもの予防接種

　予防接種を受ける 13歳未満 の子どもに、
保護者以外の人が同伴するときに必要です。

~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
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■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント
カーネーション（雲仙ブランド）
を４人にプレゼント！
雲仙ブランドに認定されている瑞穂カーネーション部会のカー

ネーションは、土づくりに徹底的にこだわり、他産地との差別化に取り
組んでいます。そのため、高品質のカーネーションとして、市場から
高い評価を得ています。
この「カーネーション」を、ハガキをいただいた人の中から抽選で、

４人にプレゼントします。

ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜん
へのご意見・ご感想や取り上げてほしい記事・話題、身近に起
こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください（1人1通ま
で）。応募締切は、5月21日（月）当日消印有効です。なお、当
選の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　政策企画課　広報班　「読者プレゼント」係
■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　雲仙市物産販売促進協議会
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714
　（観光物産まちづくり推進課内）
　☎0957-38-6848（直通）
※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のため
に商品取り扱い事業者に提供しますので、あらかじ
めご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の対
象となりませんので、ご注意ください。

写真はイメージです。実際の商品とは異なることがあります

面積
745番19
745番20
745番21
745番24
745番26
745番27
745番28
745番29
745番32
745番33
745番34
745番35
745番38
745番39

306㎡
282㎡
321㎡
451㎡
411㎡
389㎡
355㎡
355㎡

349㎡
383㎡
404㎡

済 済

済 済

済 済 済

済

済
済

牛口みなとタウン
宅地分譲中

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口 ●地目／雑種地 ●用途地
域／都市計画区域外、用途指定なし ●電気／九州電力 ●ガス／
各戸プロパン ●上水道／市営 ●下水道／公共下水道 ●交通／
島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停（徒歩
10分） ●道路／アスファルト舗装（区画道路６ｍ） ●教育施設
（校区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校（徒歩
10分） ●その他／公園に隣接

【申し込み資格】次のいずれにも該当する個人または法人とします。○分譲代金の支払いができる ○成年
被後見人もしくは被保佐人または破産者でない ○市町村税の未納がない

※詳しくは、管財課または各総合支所にある「牛口みなとタウン分譲のご案内」をご覧ください。雲仙市ホーム
ページにも掲載中です。 問　管財課（☎38-3111）　

地番

349㎡

423㎡
410㎡

分譲価格
2,877,624円
2,651,928円
3,018,684円
4,362,072円
3,975,192円
3,658,156円
3,338,420円
3,338,420円

3,281,996円
3,601,732円
3,907,488円

3,281,996円

3,977,892円
3,855,640円

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

4月の応募総数は、32通でした。
　

雲
仙
市
が
馬
術
競
技
会
場
に
決

定
し
た
の
で
、見
る
人
の
マ
ナ
ー
や

馬
の
気
持
ち
、競
技
に
つ
い
て
な

ど
、私
は
馬
の
こ
と
が
全
く
わ
か
ら

な
い
の
で
、応
援
す
る
に
あ
た
っ
て

何
を
ど
う
応
援
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
を
見
て
楽
し
ん
だ
ら
い
い
の
か

お
し
え
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
。Ｔ
Ｖ
で
見
る
と
騎
手
は
か
っ
こ

い
い
し
、生
で
見
れ
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
の
で
特
に
子
ど
も
達
に

は
刺
激
に
な
る
こ
と
ま
ち
が
い
な

し
な
の
で
是
非
、お
ね
が
い
し
た
い

で
す
。

（
た
ん
ぽ
ぽ　

49
歳
女
性
）

―
国
民
体
育
大
会
で
行
わ
れ
る
馬

術
競
技
は
、定
め
ら
れ
た
種
々
の
動

き
方
を
し
て
そ
の
優
美
さ
を
競
っ
た

り
、色
彩
や
形
状
の
異
な
る
障
害
物

を
ミ
ス
無
く
飛
び
越
し
た
り
す
る
競

技
で
す
。馬
は
臆
病
な
動
物
な
の
で
、

怖
が
ら
せ
た
り
、驚
か
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
、演
技
中
の

フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。ま
た
、所
定
の
位
置
で
観
戦
し
て

く
だ
さ
い
。最
後
に
は
、競
技
・
演
技

を
終
了
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
、あ

た
た
か
い
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

◆

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・マ
ッ
プ
に
つ
い

て
、子
育
て
中
は
、住
ん
で
い
る
町

で
さ
え
仕
事
に
も
追
わ
れ
歩
い
て

見
て
ま
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、今
回
の
マ
ッ
プ
は
、道
順

と
共
に
ポ
イ
ン
ト
の
写
真
も
あ
り

行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て

み
ま
す
。

（
Ｔ
Ｎ　

60
歳
女
性
）

―
外
出
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
な
が
ら
、ご
自
分
の
好
き
な

風
景
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆

　

私
の
住
ん
で
い
る
小
浜
温
泉
で
、

湯
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。夜
の
８
時

か
ら
は
、全
九
州
花
火
師
大
会
が

あ
っ
て
、大
勢
の
人
達
で
、に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。市
営
浴
場
浜
の
湯
は
、夜

十
時
営
業
ま
で
な
の
で
、皆
さ
ん
大

喜
び
で
し
た
。（

Ｓ
Ｋ　

71
歳
女
性
）

―
花
火
に
、温
泉
、湯
祭
り
。一
度
に

楽
し
め
る
な
ん
て
、す
ご
く
得
し
た

気
分
に
な
り
ま
す
ね
。浜
の
湯
の
営

業
時
間
の
延
長
を
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
何
よ
り
で
す
。◆

　

米
粉
ス
イ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。〝
米
粉
〞と
い
う
の
が
、新
鮮

な
感
じ
で
、ど
ん
な
味
な
の
か
、と

興
味
深
い
で
す
ね
。最
近
米
粉
パ
ン

な
ど
も
あ
り〝
米
粉
〞が
今
後
さ
ら

に
食
品
開
発
さ
れ
て
、美
味
し
い
食

材
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
な
〜
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
Ｔ　

54
歳
女
性
）

―
今
回
、「
米
粉
」に
興
味
が
あ
る
と

い
う
意
見
が
い
く
つ
か
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。今
後
の
米
粉
食
品
の
広
が
り

の
可
能
性
は
確
か
に
楽
し
み
で
す

ね
。お
い
し
い
お
米
が
で
き
る
雲
仙
市

だ
か
ら
こ
そ
、期
待
大
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

今
、桜
が
き
れ
い
で
す
。一
年
の
う

ち
の
何
日
間
し
か
、人
に
注
目
さ
れ

ず
、は
か
な
く
潔
く
散
っ
て
ゆ
く
姿

に
大
昔
か
ら
日
本
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
る
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

（
Ｈ
Ｍ　

54
歳
女
性
）

―
き
ら
び
や
か
に
咲
い
て
、早
々
と

散
っ
て
い
く
桜
。そ
ん
な
と
こ
ろ
に
美

意
識
を
感
じ
て
き
た
こ
と
は
、日
本

人
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

◆

　

５
月
14
日
か
ら
始
ま
る
健
康
診

査
。受
診
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。昨

年
は
受
け
な
か
っ
た
の
で
今
年
度
は

か
な
ら
ず
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
は
じ
め
マ
マ　

41
歳
女
性
）

―
健
診
を
受
け
て
、安
心
し
た
日
々

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。周
り
の
人
た

ち
の
中
で
、職
場
な
ど
で
健
診
を
受

け
る
機
会
が
な
い
人
た
ち
へ
も
、ぜ
ひ

健
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ

い
。

◆

　
〝
雲
仙
じ
げ
も
ん
便
り
〞の
ル
ー

ツ
の
話
題
は
非
常
に
興
味
深
い
で

す
。実
は
私
も
ル
ー
ツ
は
四
国
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
り
し
て
お
り
ま

し
た
。

（
ヨ
シ
ヨ
シ　

59
歳
女
性
）

―「
島
原
の
乱
」と
い
う
教
科
書
で
習

う
出
来
事
を
通
じ
た
南
串
山
町
と

小
豆
島
と
の
つ
な
が
り
。４
０
０
年
近

い
歴
史
を
超
え
た
交
流
に
歴
史
ロ
マ

ン
を
感
じ
ま
す
。な
ん
だ
か
歴
史
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
話
題
で
す
ね
。

◆

　

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
る
広
報

う
ん
ぜ
ん
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
情
報

か
ら
、と
て
も
勉
強
に
な
り
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
大
変
で

し
ょ
う
が
、よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。（

ミ
カ
ン
チ
ャ
ン　

29
歳
女
性
）

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
号

か
ら
編
集
担
当
者
が
１
人
変
わ
り

ま
し
た
。不
慣
れ
な
点
も
あ
り
ま
す

が
、既
存
の
担
当
者
と
共
に一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き「
広

報
う
ん
ぜ
ん
」の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（※4月23日までの到着分）

● 広報うんぜん
平成24年5月28



■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント
カーネーション（雲仙ブランド）
を４人にプレゼント！
雲仙ブランドに認定されている瑞穂カーネーション部会のカー

ネーションは、土づくりに徹底的にこだわり、他産地との差別化に取り
組んでいます。そのため、高品質のカーネーションとして、市場から
高い評価を得ています。
この「カーネーション」を、ハガキをいただいた人の中から抽選で、

４人にプレゼントします。

ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜん
へのご意見・ご感想や取り上げてほしい記事・話題、身近に起
こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください（1人1通ま
で）。応募締切は、5月21日（月）当日消印有効です。なお、当
選の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　政策企画課　広報班　「読者プレゼント」係
■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　雲仙市物産販売促進協議会
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714
　（観光物産まちづくり推進課内）
　☎0957-38-6848（直通）
※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のため
に商品取り扱い事業者に提供しますので、あらかじ
めご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の対
象となりませんので、ご注意ください。

写真はイメージです。実際の商品とは異なることがあります

面積
745番19
745番20
745番21
745番24
745番26
745番27
745番28
745番29
745番32
745番33
745番34
745番35
745番38
745番39

306㎡
282㎡
321㎡
451㎡
411㎡
389㎡
355㎡
355㎡

349㎡
383㎡
404㎡

済 済

済 済

済 済 済

済

済
済

牛口みなとタウン
宅地分譲中

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口 ●地目／雑種地 ●用途地
域／都市計画区域外、用途指定なし ●電気／九州電力 ●ガス／
各戸プロパン ●上水道／市営 ●下水道／公共下水道 ●交通／
島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停（徒歩
10分） ●道路／アスファルト舗装（区画道路６ｍ） ●教育施設
（校区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校（徒歩
10分） ●その他／公園に隣接

【申し込み資格】次のいずれにも該当する個人または法人とします。○分譲代金の支払いができる ○成年
被後見人もしくは被保佐人または破産者でない ○市町村税の未納がない

※詳しくは、管財課または各総合支所にある「牛口みなとタウン分譲のご案内」をご覧ください。雲仙市ホーム
ページにも掲載中です。 問　管財課（☎38-3111）　

地番

349㎡

423㎡
410㎡

分譲価格
2,877,624円
2,651,928円
3,018,684円
4,362,072円
3,975,192円
3,658,156円
3,338,420円
3,338,420円

3,281,996円
3,601,732円
3,907,488円

3,281,996円

3,977,892円
3,855,640円

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

4月の応募総数は、32通でした。
　

雲
仙
市
が
馬
術
競
技
会
場
に
決

定
し
た
の
で
、見
る
人
の
マ
ナ
ー
や

馬
の
気
持
ち
、競
技
に
つ
い
て
な

ど
、私
は
馬
の
こ
と
が
全
く
わ
か
ら

な
い
の
で
、応
援
す
る
に
あ
た
っ
て

何
を
ど
う
応
援
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
を
見
て
楽
し
ん
だ
ら
い
い
の
か

お
し
え
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し

た
。Ｔ
Ｖ
で
見
る
と
騎
手
は
か
っ
こ

い
い
し
、生
で
見
れ
る
こ
と
は
そ
う

そ
う
な
い
の
で
特
に
子
ど
も
達
に

は
刺
激
に
な
る
こ
と
ま
ち
が
い
な

し
な
の
で
是
非
、お
ね
が
い
し
た
い

で
す
。

（
た
ん
ぽ
ぽ　

49
歳
女
性
）

―
国
民
体
育
大
会
で
行
わ
れ
る
馬

術
競
技
は
、定
め
ら
れ
た
種
々
の
動

き
方
を
し
て
そ
の
優
美
さ
を
競
っ
た

り
、色
彩
や
形
状
の
異
な
る
障
害
物

を
ミ
ス
無
く
飛
び
越
し
た
り
す
る
競

技
で
す
。馬
は
臆
病
な
動
物
な
の
で
、

怖
が
ら
せ
た
り
、驚
か
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
よ
う
に
し
、演
技
中
の

フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。ま
た
、所
定
の
位
置
で
観
戦
し
て

く
だ
さ
い
。最
後
に
は
、競
技
・
演
技

を
終
了
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
、あ

た
た
か
い
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

◆

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・マ
ッ
プ
に
つ
い

て
、子
育
て
中
は
、住
ん
で
い
る
町

で
さ
え
仕
事
に
も
追
わ
れ
歩
い
て

見
て
ま
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、今
回
の
マ
ッ
プ
は
、道
順

と
共
に
ポ
イ
ン
ト
の
写
真
も
あ
り

行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て

み
ま
す
。

（
Ｔ
Ｎ　

60
歳
女
性
）

―
外
出
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。ぜ
ひ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
な
が
ら
、ご
自
分
の
好
き
な

風
景
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆

　

私
の
住
ん
で
い
る
小
浜
温
泉
で
、

湯
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。夜
の
８
時

か
ら
は
、全
九
州
花
火
師
大
会
が

あ
っ
て
、大
勢
の
人
達
で
、に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。市
営
浴
場
浜
の
湯
は
、夜

十
時
営
業
ま
で
な
の
で
、皆
さ
ん
大

喜
び
で
し
た
。（

Ｓ
Ｋ　

71
歳
女
性
）

―
花
火
に
、温
泉
、湯
祭
り
。一
度
に

楽
し
め
る
な
ん
て
、す
ご
く
得
し
た

気
分
に
な
り
ま
す
ね
。浜
の
湯
の
営

業
時
間
の
延
長
を
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
何
よ
り
で
す
。◆

　

米
粉
ス
イ
ー
ツ
に
興
味
が
あ
り

ま
す
。〝
米
粉
〞と
い
う
の
が
、新
鮮

な
感
じ
で
、ど
ん
な
味
な
の
か
、と

興
味
深
い
で
す
ね
。最
近
米
粉
パ
ン

な
ど
も
あ
り〝
米
粉
〞が
今
後
さ
ら

に
食
品
開
発
さ
れ
て
、美
味
し
い
食

材
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
く
の
だ

ろ
う
な
〜
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
Ｔ　

54
歳
女
性
）

―
今
回
、「
米
粉
」に
興
味
が
あ
る
と

い
う
意
見
が
い
く
つ
か
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。今
後
の
米
粉
食
品
の
広
が
り

の
可
能
性
は
確
か
に
楽
し
み
で
す

ね
。お
い
し
い
お
米
が
で
き
る
雲
仙
市

だ
か
ら
こ
そ
、期
待
大
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

今
、桜
が
き
れ
い
で
す
。一
年
の
う

ち
の
何
日
間
し
か
、人
に
注
目
さ
れ

ず
、は
か
な
く
潔
く
散
っ
て
ゆ
く
姿

に
大
昔
か
ら
日
本
人
の
心
を
ひ
き
つ

け
る
も
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

（
Ｈ
Ｍ　

54
歳
女
性
）

―
き
ら
び
や
か
に
咲
い
て
、早
々
と

散
っ
て
い
く
桜
。そ
ん
な
と
こ
ろ
に
美

意
識
を
感
じ
て
き
た
こ
と
は
、日
本

人
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

◆

　

５
月
14
日
か
ら
始
ま
る
健
康
診

査
。受
診
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。昨

年
は
受
け
な
か
っ
た
の
で
今
年
度
は

か
な
ら
ず
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
は
じ
め
マ
マ　

41
歳
女
性
）

―
健
診
を
受
け
て
、安
心
し
た
日
々

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。周
り
の
人
た

ち
の
中
で
、職
場
な
ど
で
健
診
を
受

け
る
機
会
が
な
い
人
た
ち
へ
も
、ぜ
ひ

健
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ

い
。

◆

　
〝
雲
仙
じ
げ
も
ん
便
り
〞の
ル
ー

ツ
の
話
題
は
非
常
に
興
味
深
い
で

す
。実
は
私
も
ル
ー
ツ
は
四
国
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
り
し
て
お
り
ま

し
た
。

（
ヨ
シ
ヨ
シ　

59
歳
女
性
）

―「
島
原
の
乱
」と
い
う
教
科
書
で
習

う
出
来
事
を
通
じ
た
南
串
山
町
と

小
豆
島
と
の
つ
な
が
り
。４
０
０
年
近

い
歴
史
を
超
え
た
交
流
に
歴
史
ロ
マ

ン
を
感
じ
ま
す
。な
ん
だ
か
歴
史
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
話
題
で
す
ね
。

◆

　

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
る
広
報

う
ん
ぜ
ん
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
情
報

か
ら
、と
て
も
勉
強
に
な
り
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
大
変
で

し
ょ
う
が
、よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
。（

ミ
カ
ン
チ
ャ
ン　

29
歳
女
性
）

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
号

か
ら
編
集
担
当
者
が
１
人
変
わ
り

ま
し
た
。不
慣
れ
な
点
も
あ
り
ま
す

が
、既
存
の
担
当
者
と
共
に一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き「
広

報
う
ん
ぜ
ん
」の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（※4月23日までの到着分）
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今月の「はあと」障害者巡回相談

福祉課

　障害者相談支援事業所 ｢はあと｣
（市委託事業者）と ｢障害者就業・
けんなん｣（県委託事業者）では、
障がいのある人やその家族を対象
に、毎月巡回相談を行っています。
　｢福祉サービスの利用方法がわか
らない｣、｢障がいがあっても働きた
いが、どうすればよいか｣、｢将来の
ことが不安｣ など、お気軽にご相談
ください。（予約不要、無料）
日時　5月14日㈪
午前　午前10時～午後3時
場所　愛野町公民館　1階　会議室
問　・福祉課　障害福祉班
� （☎36-2500）
・障害者相談支援事業所「はあと」
� （☎36-3850）

手話奉仕員養成講座を開催します

福祉課

　聴覚に障がいのある人への理解を
深め、簡単な手話が理解でき、挨拶
や自己紹介などの会話ができる程度
の手話を習得することを目標に、手
話奉仕員養成講座を行います。
日時　6月1日㈮～11月16日㈮
　19：30～21：30
　毎週金曜日（祝日を除く）�全25回
場所　愛野町公民館2階�大会議室
対象　成人（市外在住者も可）
定員　30人（先着順）
申込期間 
　5月1日㈫～5月25日㈮
申込方法　住所・氏名・連絡先を電
話またはファックスで申し込んでくだ
さい。

申・問�福祉課�障害福祉班
� （☎36-2500）�（FAX36-8900）

スポーツ大会出場激励費を交付

スポーツ振興課

　市では、競技スポーツの充実や健
全な社会体育の振興を図るため、県
内の予選を勝ち抜き、県代表として
九州・全国や国際大会へ出場する個
人または団体に対し、健闘を祈念し
て激励費を交付しています。
交付対象　小中学生を除く、市内に
住所を有する人
　※交付対象人数は、各大会要綱で
認められた参加者以内とします。
（参加者への重複交付は行いませ
ん）
　※選抜選手として各種上位大会
（九州大会以上）へ出場する場合
でも交付対象とします。

交付額（交付額1人当たり）
　国際大会�30,000円
　全国大会�20,000円
　九州大会および西日本大会�10,000円
提出書類
○申請書兼請求書
○予選大会の結果などが確認でき
るもの
○出場する大会の開催要綱
○出場する大会へ提出する選手名簿
○結果報告書

注意点
○大会出場前に申請を行ってくだ
さい。
○大会出場後は、速やかに出場結
果報告書を提出してください。
○交流大会への出場は、上記交付
額の半額を交付します。
　※交流大会とは、ねんりんピッ
ク、スポーツ・レクリエーショ
ン祭や、大会名に「交流」を含
むものとします。

問　スポーツ振興課（☎37-3113）

市長としゃべってみゅう会募集中

政策企画課

　市長が、市内各地域へ出向き、直
接市民の皆さんと懇談することによ
り、市民と行政の相互理解を一層深
め、参加と協働のまちづくりを積極
的に進めることを目的とした、「市
長としゃべってみゅう会」を開催し
ています。
　各団体からの申し込みは、随時受
け付けています。
申・問　政策企画課　秘書調整班
� （☎38-3111）

第13回  市長としゃべってみゅう会の様子

就職したい人を応援します

商工労政課

雲仙市就職支援相談事業
　｢就職活動は不安だらけ｣、｢どん
な仕事が向いているんだろう｣、｢ハ
ローワークの利用方法がわからない」
など、就職に関して悩んでいる皆さ
ん！専門家によるアドバイスが受け
られます。お気軽にご相談ください。
日時　5月24日㈭
　①10:30～11:20�
　②11:30～12:20
　③13:30～14:20
　④14:30～15:20
　⑤15:30～16:20　のいずれか
場所　愛野町公民館
相談　1人約50分（電話予約制）
対象　雲仙市内在住または雲仙市へ
ＵＪＩターン希望者

予・問　
　商工労政課
　（☎38-3111）

４月から自動車臨時運行許可申請手続きは総合支所でも！
　未登録自動車・検査証の有効期間満了車を、車検・登録などの目的で運行
させる必要があるときは、自動車臨時運行の許可(仮ナンバーの交付)を受けな
ければなりません。この自動車臨時運行許可証の発行が、平成24年度から、
市役所のほかに、各総合支所でもできるようになりました。
問　市民安全課（☎38-3111）

（予…予約、申…申し込み、問…問い合わせ）

● 広報うんぜん
平成24年5月30



市民講座ＵＮＺＥＮ　受講者募集

生涯学習課

◆金さんの「楽しい韓国語教室」
　国際交流員の金さんといっしょ
に、「韓国語」と「韓国の文化」な
どを勉強しませんか？
日時（全木曜日）
　5月24日、31日
　6月7日、14日、21日、28日
　7月5日、12日、19日
　8月9日
　昼の部：14：00～15：30　
　夜の部：19：30～21：00
　※各全10回
対象　一般　
定員　各20人程度
講師　金　銀淑　氏
費用　無料
持参品　筆記用具
会場　吾妻町ふるさと会館
申込期間　5月7日㈪～18日㈮
申込先　生涯学習課　吾妻駐在
� （☎38-3108）

◆郷土の手仕事教室　～「ゴキブリ
団子」と「味噌納豆」づくり～
　初夏の手仕事「ゴキブリ退治の団
子づくり」と秋の手仕事「味噌の仕込
み」と「味噌納豆づくり」を学びます。
日時・内容
①5月28日㈪　13：30～15：00
　ゴキブリ退治の団子づくりと簡単
おやつづくり
②9月24日㈪　10：00～14：00
味噌の仕込みと郷土料理
③9月26日㈬　10：00～14：00　
味噌納豆づくりと郷土料理
対象　一般　
定員　20人　
費用　1,500円程度
　　　（初回で徴収）
持参品　エプロン、三角巾、
　　　　手拭き用タオル、筆記用具
会場　国見農村環境改善センター　
申込期間
5月8日㈫～5月18日㈮　※先着順
申込先　生涯学習課　国見駐在
� （☎78-1100）

歯科診療車がやってきます

福祉課

　一般の歯科診療所での治療が困難
な障がい者（児）および一般の歯科
診療所に通院困難な人を対象に、巡
回歯科診療を行います。
　ただし、付き添いの人が同伴する
ことが原則で、会場までの送迎が必
要です。
実施日時　6月、7月、平成25年1月
の毎週金曜日　午前10時30分～
午後0時30分と午後1時～4時

実施場所　県南保健所（6、7月）
　小浜町南本町公民館（1月）
診療費用　
　保険診療となるため、自己負担が
あります。保険証、原爆手帳、障害
者手帳などを持参してください。

申込締切 �
　6月および7月分は5月21日㈪
　平成25年1月分は12月17日㈪
申込方法　
　福祉課または本庁市民窓口課、各
総合支所市民生活課に備え付けの
申込書に必要事項を記入し、申し
込んでください。

問 �福祉課�障害福祉班�（☎36-2500）

廃食用油の回収にご協力ください

環境政策課

　市役所本庁や各総合支所で、一般
家庭から出る廃食用油の回収を行っ
ていますが、4月からは、一部のス
トックハウス（国見神代、愛野、千々
石、小浜北野、小浜南本町）でも、
廃食用油の回収を始めました。
　集められた廃食用油は、小浜町で
行っている、温泉廃熱を利用したバ
イオディーゼル燃料製造装置でリサ
イクルされ、市の公用車の燃料など
に利用されています。自宅に廃食用
油がある人は、ぜひ回収にご協力く
ださい。
＜回収時の注意点＞
・ラードなどの動物性の脂は可能な
限り混ぜないようにお願いします。
・固形化剤で固めた油は回収できま
せん。
・市役所の回収ボックスは、ストッ
クハウス横に移設しましたので、
ご注意ください。

問　環境政策課
　　（☎38-3111）

雲仙市文化公演モニター　ご応募お待ちしています！
　芸術・文化の振興に役立てるため、雲仙市文化公演モニターを募集しま
す。モニターには、雲仙市内の文化会館（国見町文化会館、吾妻町ふるさ
と会館、ハマユリックスホール）で開催する音楽、舞台芸術イベントを鑑
賞（無料）いただき、アンケートで意見や感想を伺います。

【応募条件】　18歳以上で、実施予定の全てのイベントに参加できる人
【応募方法】　生涯学習課・各駐在、市内文化会館に備え付けの登録申込書

に必要事項を記入し、メールやFAX、郵送または窓口で申し込んで
ください。

　　※登録用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。
【応募締切】　5月25日㈮　【募集人数】�10人
【公演予定】　年5回程度
◆東京カンマーコーアコンサートin雲仙
　6月17日�吾妻町ふるさと会館
◆京都大学交響楽団演奏会
　8月28日�ハマユリックスホール
◆移動美術館 Art  Moving
　9月7日～17日�国見町文化会館
◆鼓童ワン・アース・ツアー2012伝説�　10月8日�ハマユリックスホール
◆よしながこうたく講演会　平成25年2月17日�国見町文化会館
問　教育委員会生涯学習課（☎37-3113）

市からのお知らせINFORMATION
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募
　
集

島
原
病
院
正
規
職
員（
地
方
公
務
員
）

採
用
職
種　
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士

採
用
予
定　
各
若
干
名

受
験
資
格　
薬
剤
師
…
昭
和
４１
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
25
年
春
ま
で
に
免
許
取
得

見
込
み
の
人
／
管
理
栄
養
士
…
昭

和
４７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
管
理
栄
養
士
の
免
許
を

有
す
る
人
（
た
だ
し
、
病
院
で
の

栄
養
管
理
業
務
の
実
務
経
験
が
３

年
以
上
あ
る
人
）

申
込
締
切
日　
５
月
25
日
㈮
午
後
５

時
３０
分
必
着

試
験
日・試
験
内
容　
６
月
２
日
㈯
、

作
文
・
適
性
検
査
・
面
接
試
験

採
用
予
定
日　
７
月
１
日
以
降

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布
先

　
島
原
病
院
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
同
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　
長
崎
県
島
原
病
院�

総
務
係

　
☎
０
９
５
７（
６３
）１
１
４
５

要
約
筆
記
講
習
会

　
要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
に
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で
、
聞
こ
え
に

く
い
人
の
た
め
に
話
の
内
容
を
書
い

て
通
訳
す
る
こ
と
で
す
。
耳
の
不
自

由
な
人
の
た
め
に
、
少
し
で
も
役
に

立
ち
た
い
と
思
わ
れ
る
人
の
受
講
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
６
月
２
日
㈯
～
９
月
１
日
㈯

午
前
１０
時
～
午
後
３
時　

内
容　
毎
週
土
曜
日

　

基
礎
課
程（
１６
回
）応
用
課
程（
１０

回
）の
全
2６
回

テ
キ
ス
ト
代　
１
，０
５
０
円（
た
だ

し
、受
講
料
は
無
料
）　

場
所　
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
島
原
要
約
筆
記
会　
す
ま
い

る
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

申
込
期
限　
５
月
３１
日
㈭

申
込
・
問　
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
５
７（
６３
）３
８
５
５　

平
成
２４
年
度 

狩
猟
免
許
試
験

試
験
種
目　
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許　
第
１
種
、第
２
種
銃
猟
免
許
、

一
次
試
験　
知
識
試
験
（
網
・
わ
な

は
同
日
に
二
次
試
験
ま
で
行
い
ま

す
）

日
時　
６
月
2７
日
㈬　
午
前
９
時

３０
分
か
ら
受
付

会
場　
諫
早
文
化
会
館
・
島
原
振
興

局
二
次
試
験　
実
技
試
験（
銃
）

日
時　
８
月
７
日
㈫

会
場　
諫
早
文
化
会
館

申
込
期
間　
５
月
１４
日
㈪
～
６
月
８

日
㈮
ま
で

申
込
・
問　
島
原
振
興
局
農
林
水
産

部
農
業
企
画
課

　
☎
０
９
５
７（
６2
）３
６
１
０

狩
猟
免
許
試
験
の
た
め
の
講
習
会

日
時　
６
月
１5
日
㈮
～
１６
日
㈯　
午

前
１０
時
～
午
後
５
時

会
場　
諫
早
文
化
会
館　

申
込
期
間　
５
月
１４
日
㈪
～
６
月
８

日
㈮
ま
で

申
込
・
問　
㈳
長
崎
県
猟
友
会

　
☎
０
９
５（
８
２
２
）７
２
１
３

平
成
２
４
年
度

狩
猟
免
許 

更
新
講
習
会

日
時
・
会
場

　
①
８
月
３
日
㈮　
島
原
文
化
会
館

　
②
８
月
３１
日
㈮　
諫
早
文
化
会
館

受
付
期
間　
６
月
１
日
㈮
～

提
出
・
問　
島
原
振
興
局
農
林
水
産

部
農
業
企
画
課

　
☎
０
９
５
７（
６2
）３
６
１
０

　
☎
０
９
５
７（
６2
）５
８
５
７

　
お
知
ら
せ

田
代
原
キ
ャ
ン
プ
場
開
設

開
設
期
間　
５
月
１
日
～
１０
月
３１
日

休
場
日　
木
・
金
曜
日

※
祝
日
、夏
休
み
期
間
は
開
場
し
ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
な
ど
、
休
場
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

参
考
料
金

・
入
場
料　
一
時
利
用　
1
0
0
円

・
宿
泊
利
用　
大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
１
０
０
円

・
テ
ン
ト
サ
イ
ト
使
用
料

　
一
時
利
用　
１
張　
５
０
０
円

　
宿
泊
利
用　
１
張　
１
０
０
０
円

設
備　
テ
ン
ト
サ
イ
ト
１5
区
画
・
管
理

棟
・
炊
事
棟
・
ト
イ
レ
・
温
水
シ
ャ

ワ
ー
・
野
外
炉
レ
ン
タ
ル
用
品
：
ラ

ン
タ
ン
・
テ
ン
ト
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

セ
ッ
ト
・
寝
具
一
式
・
食
器
セ
ッ
ト

問　
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟

　
☎
０
９
５
７（
７8
）２
３
３
１

交
通
安
全
シ
ー
ル
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

交
通
安
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

手
づ
く
り
の
交
通
安
全
シ
ー
ル
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
交
通
安
全
関
係
会
議
な

ど
の
折
に
配
布
す
る
な
ど
、
交
通
安
全

の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
愛
す
る
家
族
の
た
め
、
知
人
の
た
め

に
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル

情報
Information
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も
よ
お
し

小
浜
歴
史
資
料
館

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
特
別
企
画
展

本
多
湯
太
夫
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
本
多
家
初
代
親
能
は
、江
戸
時
代
に
、

三
河
か
ら
小
浜
へ
。
親
能
の
三
男
親
次

は
、
島
原
藩
主
松
平
忠
房
公
か
ら
湯
太

夫
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
本
多
家
は
、

代
々
湯
太
夫
を
引
き
継
ぎ
、
小
浜
温
泉

発
展
の
礎
を
き
ず
き
、
現
在
１2
代
本
多

宣
章
氏
が
継
承
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本

多
家
が
所
蔵
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中

か
ら
、
逸
品
十
数
点
を
公
開
し
ま
す
。

期
間　
５
月
25
日
㈮
～
８
月
３１
日
㈮

場
所　
小
浜
歴
史
資
料
館
（
湯
太
夫
展

示
館
）

展
示
品　
勝
海
舟
・
中
林
梧
竹
・
福
沢

諭
吉
の
書　
な
ど

料
金　
３
０
０
円（
入
館
料
百
円
込
み
）

／
１5
人
以
上
の
団
体　
２
０
０
円

問　
小
浜
歴
史
資
料
館

　
☎
０
９
５
７（
７5
）０
８
５
８

を
守
っ
て
、
交
通
安
全
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問　
市
役
所�

市
民
安
全
課

　
☎（
３8
）３
１
１
１

平
成
２４
年
度
自
動
車
税
（
県
税
）

納
期
限
は
５
月
₃₁
日
㈭
で
す

　
お
近
く
の
金
融
機
関
な
ど
で
、
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
自
動
車
税
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

問　
県
央
振
興
局�

税
務
部

　
☎
０
９
５
７（
22
）０
５
０
８

一
人
で
も
多
く
の
高
校
生
に

　
応
募
の
機
会
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
25
年
３
月
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
に
対
す
る
応
募
・
推
薦
に

関
す
る
就
職
慣
行
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

　
﹁
平
成
2４
年
度
の
応
募
・
推
薦
方

法
は
、
応
募
・
推
薦
開
始
日
か
ら
１０

月
１４
日
ま
で
は
一
人
一
社
制
と
し
、

１０
月
１5
日
以
降
は
複
数
応
募
・
推
薦

を
可
能
と
す
る
﹂
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
一
人
で
も
多
く
の
高
校
生
が
、
公

平
な
応
募
の
機
会
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　
長
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

　
☎
０
９
５（
８
０
１
）０
０
４
０

　
長
崎
県
教
育
庁
高
校
教
育
課　

　
☎
０
９
５（
８
９
４
）３
３
５
４

視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練

︻
点
字
訓
練
︼

日
時　
５
月
９
日
㈬
、
１5
日
㈫

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
３
時
（
交
流
会
）

場
所　
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

︻
パ
ソ
コ
ン
教
室
︼

　
毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ
て

い
ま
す
。

問　
市
福
祉
課　
障
害
福
祉
班

　
☎（
３６
）２
５
０
０

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
う
ん
ぜ
ん
４
月
号
の
休
日

在
宅
当
番
医
４
月
８
日　

愛
野
歯

科
口
腔
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
電
話

番
号
が
誤
り
で
し
た
。
正
し
く
は

０
９
５
７（
３６
）７
１
１
０
で
す
。

　
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

健
康
づ
く
り
課

○１泊３食付(昼食は丼物か麺類)
※休憩・昼食は当日か翌日かを選択できます。
○夕食は、右記写真の
　料理です。（季節によ
　り、内容が異なります）
※別途追加料金で宴会
　(会席)料理コースも
　できます。

問　国民宿舎 望洋荘　☎0957（74）3141

泊った翌日の休憩とお昼付きで
湯治気分満喫！■宿泊コース

○入浴・休憩＋食事付き
○休憩室は、貸切部屋
○総会等の会議室使用料サービス
○マイクロバスの送迎は、ご相談に応じます。

お一人様　６，７６５円（1泊２食）
↓

お一人様　６，０００円（1泊３食）

■日帰りコース

お一人様　２，０００円

○上記写真の料理とは異なります。
○送迎についてもご相談に応じます。

■宿泊コース お一人様 ６，３００円（１泊３食）
■日帰りコース お一人様 ２，３００円

老人会以外の団体のかたのために
(サロン・婦人会様等)
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雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

エネルギー たんぱく質 脂質

206kcal 15.4ｇ 12.3g 0.9g

栄養価
（１人分）

材料（４人分） つくり方

市長コラム

力
を
合
わ
せ
難
問
に
向
か
い
合
う
時
が
来
た

０１２０-９６７-９４７
市教育委員会「親子ホットライン」

（フリーダイヤル）

０１２０-９２８-４７１
市福祉事務所「家庭ホットライン」

（フリーダイヤル）

０５７０-０７８-３１０
県教育委員会「いじめ相談ホットライン」

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません

国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

食塩

【フリーダイヤル】　 ０１２０-５５５-２０３
【長崎】　 ０９５-８２６-５５１１
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雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

エネルギー たんぱく質 脂質

206kcal 15.4ｇ 12.3g 0.9g

栄養価
（１人分）

材料（４人分） つくり方

市長コラム

力
を
合
わ
せ
難
問
に
向
か
い
合
う
時
が
来
た

０１２０-９６７-９４７
市教育委員会「親子ホットライン」

（フリーダイヤル）

０１２０-９２８-４７１
市福祉事務所「家庭ホットライン」

（フリーダイヤル）

０５７０-０７８-３１０
県教育委員会「いじめ相談ホットライン」

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません

国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

食塩

【フリーダイヤル】　 ０１２０-５５５-２０３
【長崎】　 ０９５-８２６-５５１１

〔
広
告
〕
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この印刷物は、石油系有機溶剤の一部を大豆油に置き換えた
ソイインキを使用しています。

発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
政
策
企
画
課

vol.79
平
成
24年

5月
１
日
発
行

0957ｰ38ｰ3514

↓色が薄いときは50％で

広報

5/1(火) ●行政相談〈9：00～12：00、瑞穂町公民館、城行政相談
委員〉

2(水)
●行政相談〈13：00～16：00、小浜総合支所、中村行政

相談委員〉
●赤ちゃん健康相談〈愛野保健福祉センター（愛野・千々

石地区）〉
3(木)
4(金) ●雲仙モーモーフェスティバル　インみずほ2012

5(土)
6(日)
7(月)

8(火)

●行政相談〈9：00～12：00、国見総合福祉センター、稲
本行政相談委員〉

●行政相談〈13：00～16：00、千々石総合支所、中瀬行
政相談委員〉

●遺言・契約等法律相談所〈13：00～16：00、愛野町公
民館、要予約（市民窓口課☎38-3111）〉

●赤ちゃん健康相談〈国見農村環境改善センター （国見
地区）〉

9(水)

●行政相談〈13：00～16：00、南串山総合支所、本田行
政相談委員〉

●行政相談〈13：30～16：00、吾妻町ふるさと会館、荒
木行政相談委員〉

●赤ちゃん健康相談〈小浜老人福祉センター（小浜・南
串山地区）〉

10(木)

●人権擁護委員によるよろず相談所〈9：00～12：00、吾
妻町ふるさと会館〉

●原爆健診〈受付10：00～11：00、13：00～14：00・
千々石保健センター〉

●ポリオ〈受付13：30～13：50、国見農村環境改善セン
ター〉

11(金)
●赤ちゃん健康相談〈吾妻保健センター（瑞穂・吾妻地

区）〉
●日本ジオパークネットワーク総会

12(土)
●第5回ジオパーク国際ユネスコ会議（GEOPARKS 

2012）　（～１５日） ※詳細P11
●絵本作家「とよたかずひこ」絵本読み聞かせ〈14：00

～吾妻町ふるさと会館〉
13(日)
14(月) ●障害者巡回相談〈10：00～15：00、愛野町公民館〉

15(火) ●１歳６か月児健康診査〈小浜老人福祉センター （小浜・
南串山地区）〉

16(水)

17(木) ●１歳６か月児健康診査〈国見農村環境改善センター 
（国見地区）〉

18(金) ●行政相談〈13：30～16：00、愛野保健福祉センター、
田尻行政相談委員〉

19(土)
20(日) ●おばまじゃがいも堀り体験ツアー　※詳細P14
21(月)

22(火)
●原爆健診〈受付13：00～14：00・国見農村環境改善

センター〉
●１歳６か月児健康診査〈吾妻保健センター （瑞穂・吾

妻地区）〉
23(水)

24(木)
●雲仙市就職支援相談　※詳細P30
●2歳児親子歯科健診〈愛野保健福祉センター（愛野・

千々石地区）〉
25(金)

26(土)
●無料司法書士相談会〈10：00～15：00、愛野町公民館〉
●雲仙市図書館8周年記念イベント〈10：30～、雲仙市

図書館〉

27(日) ●雲仙市会長杯テコンドー選手権大会
●クラッシクカーミーティング２０１２イン雲仙 ※詳細P14

28(月)
29(火)
30(水) ●１歳６か月児健康診査〈千々石保健センター （愛野・

千々石地区）〉
31(木)
6/1(金) ●赤ちゃん健康相談〈瑞穂町公民館（瑞穂・吾妻地区）〉
2(土)
3(日)
4(月) ●行政相談〈9：00～12：00、国見総合福祉センター、稲

本行政相談委員〉

5(火)
●行政相談〈9：00～12：00、瑞穂町公民館、城行政相談

委員〉
●赤ちゃん健康相談〈国見農村環境改善センター （国見

地区）〉
 人のうごき
■ 人　口：47,787人（前月比　－305人)
　　　　　　男性：22,707人／女性：25,080人
■ 世帯数：16,679世帯（前月比　－30世帯）
 今月の税
■ 固定資産税 ： 納期限は、5月31日（木）です

休日在宅当番医
■当番医　診療時間／₉：₀₀～₁₇：₀₀　　■当番歯科  診療時間／₉：₀₀～₁₂：₀₀

当番医 電話番号 所在地 当番医 電話番号 所在地 当番医 電話番号 所在地

₅
月
₃
日

愛野記念病院 ₃₆︲₀₀₁₅ 愛野町 ₅
月
₆
日

中村眼科医院 ₃₆︲₁₀₆₀ 愛野町 ₅
月
₂₇
日

梅津医院 ₇₈︲₅₁₅₆ 国見町
公立新小浜病院 ₇₄︲₂₂₁₁ 小浜町 公立新小浜病院 ₇₄︲₂₂₁₁ 小浜町 京泊馬場医院 ₈₈︲₂₀₅₀ 南串山町
土井歯科クリニック ₃₈︲₆₄₀₀ 吾妻町 堺歯科医院 ₇₈︲₂₇₄₄ 国見町 末吉歯科 ₆₈︲₀₁₅₀ 島原市
まつしま歯科医院 ₈₂︲₀₆₀₀ 南島原市 高橋歯科医院 ₈₂︲₈₈₅₂ 南島原市 菅歯科医院 ₈₅︲₂₀₄₅ 南島原市

₅
月
₄
日

愛野記念病院 ₃₆︲₀₀₁₅ 愛野町 ₅
月
₁₃
日

愛野診療所 ₃₆︲₀₀₀₉ 愛野町 ₆
月
₃
日

本田医院 ₇₈︲₂₇₆₈ 国見町
公立新小浜病院 ₇₄︲₂₂₁₁ 小浜町 木戸医院 ₇₄︲₂₀₄₆ 小浜町 泌尿器科・皮ふ科・菅医院 ₈₈︲₃₁₅₁ 南串山町
瑞穂歯科医院 ₇₇︲₃₇₇₀ 瑞穂町 徳永歯科医院 ₇₈︲₃₁₀₅ 国見町 松本歯科医院 ₆₈︲₃₈₇₂ 島原市
小嶺歯科医院 ₈₂︲₃₅₃₅ 南島原市 入江歯科医院 ₈₂︲₁₇₁₇ 南島原市 本多歯科医院 ₈₅︲₃₅₃₅ 南島原市

₅
月
₅
日

愛野記念病院 ₃₆︲₀₀₁₅ 愛野町 ₅
月
₂₀
日

松尾胃腸科外科医院 ₇₈︲₁₀₀₀ 国見町 ※休日在宅医は、都合により
　変更になる場合があります。
　医療機関に電話連絡後、
　受診してください。

公立新小浜病院 ₇₄︲₂₂₁₁ 小浜町 天野医院 ₃₇︲₂₀₁₅ 千々石町
ねぎ歯科 ₇₇︲₄₁₈₂ 瑞穂町 小嶺歯科医院 ₇₈︲₂₃₆₆ 国見町
前川歯科医院（西有家） ₈₂︲₂₂₅₅ 南島原市 川島歯科医院 ₈₄︲₂₀₆₁ 南島原市

●の対象者には、通知を送付しています。
●午前の相談（受付/₉：₃₀～₁₀：₃₀、対象/H₂₃．₅～₁₂月生）

は参加自由。午後の相談対象者には、通知を送付して
います。
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